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教育長 堀 口   泉

深沢川右岸の扇央部に位置する堂地遺跡は、昭和48年度における中央道埋蔵文化財包蔵地発

掘調査によつて、一躍世に知られた遺跡である。

今回、沢尻一箕輪線の道路建設に伴い、この地籍に2回 目の緊急発掘調査が実施される運び

となりました。遺跡内容等については、前回の調査によりある程度までの推定をすることがで

きていたのであります。

箕輪町教育委員会では、伊那建設事務所からの発掘調査依頼を受け、開発予定地内における

調査を行ったものです。その結果、奈良時代後半から、平安時代にかけての集落の跡が出土し

当時の生活状況を知る上で貴重な発見となりました。

開発事業によつて発掘調査が実施されることは、遺跡の破壊ということになるわけですが、

調査結果の記録が残 り、いわゆる記録保存ということになります。本書を残し、遺跡は消えて

しまうことになりました。本書に残された調査の内容が、今後活用され、郷土の歴史を研究す

る資料となれば幸いに思います。

終 りに本調査実施にあたり、深いご理解をいただきました方々、また発掘に参加ご協力を下

さつた調査団の皆様に、心からなる御礼を申し上げます。



伊J

1。 本書は、長野県上伊那郡箕輪町大字中箕輪111511番 地に所在する堂地遺跡の報告書である。

2.本調査は長野県伊那建設事務所の委託を受けた箕輪町教育委員会が実施 した。

発掘調査は昭和62年 8月 19日 ～ 9月 13日 まで実施 し、引き続き整理作業及び報告書の執筆

作業を行つた。作業分担は次の通 りである。

土器の復元―福沢幸一、竹入洋子 遺構実測図の整理一竹入洋子、根橋 とし子

土器・鉄器実測 。トレースー竹入洋子、根橋 とし子 土器拓影一山内志賀子

挿図作成―竹入洋子、根橋 とし子 写真図版作成一柴登巳夫

3.土器実測図のスクリーン トーンは、次のものを表す。

土器内面―内面黒色処理。断面一須恵器。

4.本書に掲載 した遺構、遺物の写真は柴登巳夫、赤松茂が撮影 したものを使用 した。

5。 土器 。陶器類については小平和夫氏にご教示いただいた。

6.本書の執筆は柴登巳夫 0赤松茂が行った。

7.本書の編集は発掘調査団が行った。

8.本資の資料は、箕輪町郷土博物館に保管されている。
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第 I章 遺跡の立地

第 1 節 位置 (第 1図 )

堂地遺跡は長野県上伊那郡箕輪町大字中箕輪11151・ 1番地に位置する。天竜川に流れ込む深沢

川 と帯無川によつて開析 された扇状地は、約 4 kmを計 り、東への緩傾斜面を呈している。堂地

遺跡はこの傾斜面の中央やや下に位置 し、沢尻―箕輪線 (通称春 日街道)が横切つている。遺

跡地の奥、西側には西天竜水路があり、一帯は水田地帯である。遺跡地の北には深沢川が流れ、

段丘崖下との比高約30mを計る。遺跡地の標高は735m前後である。

第 1図 仁
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第 2 節 自然環境 (第 2図 )

箕輪町は、上伊那の北部に位置 し、中央を流れる天竜川によつて、竜西・竜東の二地区に分

けて呼ばれている。右岸の竜西地区は、木曽山系の山々から流れ出る中小河川によつて形成さ

れた扇状地である。東流する河川は北から、北の沢川、桑沢川、深沢川、帯無川、大泉川、小

沢川 と続いている。北ほど流路が短 く、南ほど長い。これは、西側山地が北から南にかけて高

さを増しているためで、その流路の長 さに比例 して、山麓に形成される扇状地の規模 も大きく

なっている。この中においては大泉川が最も大きい。従って箕輪町地籍は大泉扇状地の一部と

帯無川・深沢川等によって形成されている。この広い扇状地は元来潅漑用水に恵まれず、山林・

原野が多く、耕地も川沿いの一部を除いては畑地が大部分であった。 しかし大正から昭和にか

けて、西天竜幹線水路が完成 した後は上伊那地区を代表する水田地帯 となっている。また、中

央自動車道は、南側の南箕輪村から西天竜水路の上方沿いを平行 して通過 し、深沢川右側の堂

地遺跡で水路 と交差 し、その下方に位置する段丘崖端を経て辰野町に通 じている。遺跡地は中

央自動車道道及び西天竜水路の下方深沢川右岸に位置 してお り、東に面する緩やかな傾斜面、

扇央部なのである。

第 2図 遺跡周辺の地形
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第 3節 歴史的環境

箕輪町は、天竜川をはさんで典型的は河岸段丘が形成され、竜東地区には、恵まれた扇状地

や段丘面が形成されている為、遺跡分布の濃厚なところとして知 られている。特に、上伊那郡

唯一の前方後円墳の 「王墓」と天竜川を隔てて対立する長岡古墳群 との関係、昭和27年からの

土地改良工事によつて発見された「箕輪遺跡」、また、昭和47年の「北城遺跡」緊急発掘調査の

結果、弥生後期の大集落の一画 と、中世火葬墓群の発見など見られ、この地域の特色の一端を

物語つている。

町内の遺跡のうち竜西地区とその立地する状況において分類すると、次の 4つに分けて考え

ることができる。

1)経ヶ岳山塊、山麓の遺跡

山麓に並ぶ小扇状地はそれぞれ独立 した遺跡になっている。南から富田 。一の宮 0上古田・

下古田・長田の集落の周辺にはそれぞれ遺跡が分布 している。

2)扇状地川沿いの遺跡

帯無川・深沢川・桑沢川 と東流する川の両側に列状に並ぶものである。堂地遺跡 も深沢川右

岸に位置 してお り、この範時に入るものである。

3)段丘先端部に並ぶ遺跡

竜西には非常に顕著な河岸段丘が発達 している。この段丘上の先端部を見ると、南北に列状

に並ぶ遺跡群がみ られる。縄文時代から弥生 。古墳時代以後にかけての複合遺跡地帯 と考えら

れる。「松島王墓古墳」もこの段丘上に位置 している。

4)低位段丘 (沖積面)の遺跡

天竜川の氾濫に接する最低位段丘に当たり、分布する遺跡数は少なくないが、面積100ヘ クター

ル余と推定される「箕輪遺跡」に代表される。古代水田址の存在を証拠づける遺跡であり、段

丘上に立地する古墳群 との関連深い重要な遺跡地帯である。
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●堂地 ②中道 ③五輪 ④丸山 ⑤熊野上 ⑥王墓古墳 ⑦大出 ③本城 ⑨中山

⑩藤山 ①上の林 ⑫北城 ⑬南城 ⑭猿楽 ⑮箕輪

第 3図  周辺遺跡 分布図
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第 2節 調査の

第Ⅱ章 発掘調査の経過

第 1節 調査の契機

本地区は、天竜川右岸扇央部で深沢川右岸にかかる広い水田地帯である。昭和初期に実施 さ

れた土地改良事業により、水田は区画が整然 としている。この地帯を南北に一般県道 「沢尻―

箕輪線」、通称春 日街道 と呼ばれる道路が走つている。しかしこの道は、松島堂地地籍の変電所

上で行 き止まりになってお り、交通不能区間となっている。これを解消するため、車道幅員 6

m、 全幅員10mの道路を通すことが計画、実施 された。本地区は、昭和48年 当時に中央自動車

道開通に伴 う埋蔵文化財発掘調査が実施 された同一地籍に位置するため、道路工事範囲内にお

いて埋蔵文化財発掘調査を実施するはこびとなったのである。

○遺 跡 名 堂地遺跡

○所 在 地 長野県上伊那郡箕輪町大字中箕輪111511番地ほか

○発 掘 期 間 昭和62年 8月 19日 ～ 9月 13日

○調査委託者 伊那建設事務所長 伊沢 修

○調査受託者 箕輪町教育委員会

○調査団の構成は下記の通 りである。

調査団

団 長  樋 口彦雄  箕輪町教育委員会教育長

担当者  柴 登巳夫 箕輪町郷土博物館主任学芸員

調査員  石川 寛  箕輪町郷土博物館学芸員

調査員  竹入洋子



発掘調査団員

荒川織光、石川 進、井上武雄、浦野 弘、岡  正、金子 荘、唐沢正十、唐沢光国、

小池久人、小島久雄、小平和子、後藤又市、小林信義、小林光治、小松敬一郎、小松かほる、

白鳥博臣、夏目元江、根橋 とし子、野村金吉、藤森秀男、松田幸雄、山内志賀子、山岸 工

調査に関する事務局の構成組織は下記の通 りである。

樋 口彦雄  箕輪町教育委員会教育長

上島冨作夫 箕輪町教育委員会社会教育課長

太田文陳  箕輪町教育委員会社会教育係長

柴 登巳夫 箕輪町郷土博物館主任学芸員

石川 寛  箕輪町郷土博物館学芸員

赤沼悦子  箕輪町郷土博物館臨時職員
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第 3節 発掘調査日誌

8月 19日 (水 ) 晴時々曇

午後、テン ト設置予定地の草刈 りを数人でする。

8月 20日 (木)晴

テン ト、発掘用具、その他の資材 を現地に運ぶ。

午前中にテン ト4張 りを組立てる。身の丈以上に

延びた雑草をナタ鎌を振って草刈 りをする。ショ

ベルカーが正午到着。ブル ドーザー 3時に到着。

直ちに発掘地の表土を押 し出す作業をする。

8月 21日 (金)曇 り

前 日に引き続き、午前中草刈 り。ブル ドーザー

で発掘予定地の排土作業を行 う。 1～ 3班まで 1

区のグリッド掘 りを行なう。各グリッドより僅か

ながら縄文土器片、須恵器片が出土する。午後 3

区の表土を西側のみ押 してみる。30cmの耕土の下

はローム層で、おそらく畑地又は原野から西天竜

耕地組合が開田する際に、遺構があると予想され

る地層は破壊されたと思われる。

8月 24日 (月 )曇 り

午前10時、伊那建設事務所課長以下 4名 参列 し

樋 口教育長の神事で調査の成功 と工事の安全を祈

願 し式を終る。グリッド掘 り作業をする。 1区、

2区共に住居址は発見できない。グリッドの各所

より散発的に土師器、須恵器等の土器片を確認す

る。

8月 25日 (火)曇 り

1区、 2区の整地作業をする。 3区、 4区のグ

リッド設定をする。試掘で縄文土器片、土師器片、

須恵器片、灰釉陶器片が多数出土する。

8月 26日 (水)曇 り

2区を 4ヶ 所試掘 したが、耕土を除くとすぐロー

ム層に当たる。西天竜の開田工事の際、住居址を



包含 した土を排除してしまつたためと思われる。

全員で 4区に入 リグリッド掘 りをする。 3区から

H住居址が現われ、南側より土師器の深甕の 1個

体に近いものが出土する。明日は 3区の表土を全

面ブル ドーザーで除き、グリッドを設定 して基本

発掘する予定。 3区からは遺構 と思われるものが

出てきたので、明日はさらに先の 5区を草刈 りし

て試掘を行い、住居址の南限を見きわめる予定。

8月 27日 (木)快晴

午前中 2区を発掘調査するも、客土が多 く、さ

らにブル ドーザーで排土して明日改めて発掘する

ことに決める。午後より3班が 5区へ入つて発掘

調査を、それ以外の全員が 3区に入 り、新たにグ

リッド設定したところを発掘調査する。 5区は耕

土を取 り除くとすぐにローム層になっているので、

遺構は存在 しないと判断して調査を終了とする。

8月 28日 (金)曇 り

4区 10グ リッドの地層断面測量をする。全員 3

区に入 り発掘をする。 B-16、 D-16グ リッド住

居址確認 (第 1住居址 )。 B-14～ 16グ リッ ド住居

址確認 (第 2住居址 )。 D-14、 西側に土城 と思わ

れる落ち込み確認。C-15～ 17間、 B、 C、 D間

にベル ト設定。土師器、須恵器等出土。

8月 31日 (月 )曇 り後雨

3区 を発掘 し始めるが、台風12号の日本海北上

による影響を受けて、南から強風が吹きつけるの

で、基地のテン トを補強する作業をし、午前にて

本 日の作業は中止する。

9月 1日 (火) 快晴

3区に全員が入つて発掘調査に入る。 1号住居

址は36cm掘 り、床面が表われる。実に堅 く、典型

的な床面である。西側の角にカマ ド跡あり。焼土

も出ている。 2号住居址は東側に水田があるので



完掘は不可能である。床面はまだ出てこない。カ

マ ド跡あり。 3号住居址は床面もカマ ド跡 も今の

ところ出てこない。土器片25個 出土する。

9月 2日 (水)晴

1号住居址を床面まで掘 り下げて調査するも出

土品ほとんどなし。ベル トの地層断面沢1量 をする。

2号住居址の東側地層断面測量をする。 3号住居

址の東側を40cm程 グリッド棒を外へ追込み、住居

内を全体に10cm程掘下げて範囲を広げて調査する。

2号住居址カマ ドの東側床面より土師器の長胴甕

と須恵器の蓋及び破片 2個出土。

9月 3日 (本)曇 り

3区の発掘作業を行なう。住居址 と思われる落

ち込みを確認する。須恵器片、土師器片98個出土

する。 3区 3号住居址北西寄 りにカマ ド跡が確認

される。また碗 と思われるものが 2個出土する。

土城No lか ら刀子 1本出土 (墓 らしい)。 箕輪中学

校郷土クラブが見学に来る。

9月 4日 (金)曇 り

1号住居址ベル トに顔を出していた長頸壺を写

真撮影 し取 り上げる。上部の欠損を除いて無傷に

近い状態である。土城NQ lを 平面測量及び写真撮

影する。 4号住居址は火災にあったのか、家屋全

体に焼土が広がつている。カマ ドは西壁のほぼ中

央にある。

9月 5日 (土)晴

3・ 4号住居址地層断面測量。 1～ 3号住居址

の精査、カマ ド発掘。カマ ドは石 と粘土の中に土

器の壊れた物を練 り込んでしっか り造ってある。

1号住居址の平面測量をする。午後 3区西側を発

掘調査する。現在のところでは住居址は発見され

ていない。
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9月 8日 (火 )晴

1号住居址の平面及び断面測量をする。カマ ド

内の土師器片を取り上げる。 3区西側グリッドの

写真撮影のあと、全面発掘に入る。落ち込み、柱

穴らしきものが出る。 4区の 5号住居址は床面が

明瞭に出る。土器片が数個出る。

9月 9日 (水)曇時々晴

4区 グリッド掘作業実施。遺物はほとんど出土

しない。落ち込み数ヶ所あり。 2号住居址のカマ

ドの平面測量をする。 1号住居址カマ ドを半カッ

トする。5号住居址ベル トの地層断面測量をする。

床面よりの遺物は内黒杯、平皿、土師器の小壺な

ど。

9月 10日 (本)曇 り時々晴

2号住居址の断面、平面測量。 3号住居址内の

柱穴および土城等の半カット作業と断面測量、写

真撮影。 5号住居址には周溝がでてきた。

9月 11日 (金)曇 り

2号住居址の写真撮影及び平面測量。 3号住居

址の写真撮影。住居内に須恵器、土師器等多数出

土する。本日で一部測量を残して作業を終了する。

作業は天候に恵まれ、降雨等による休みもなく順

調に進められた。

9月 13日 (日 )曇 り

発掘作業はすべて終了した。 4区全面平面測量

をする。4号住居址の断面測量をする。16日 より、

排土した土を埋め戻す作業に入る予定。
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第Ⅲ章 発掘調査の結果

第 1節 調査結果の概要

本遺跡は、沢尻―箕輪線の道路新設に伴 う埋蔵文化財緊急発掘調査である。この地籍は昭和

48年度に(中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査が実施 されたす ぐ東側に位置 している。そのため

調査着手前から、遺跡内容のおおよその検討をつけていたが、内容的には、ほぼ予想通 りのも

のであった。

遺跡調査は深沢川右岸の水田地帯であり、水田の造成時においてかなり地下遺構が破壊 され

ていた。

調査はまず、遺跡の破壊状況及び、南側へどの範囲まで広がつているかの確認調査から実施

した。深沢川から水田 2枚分は、造成時においてほぼ破壊 されてお り、一部を除いて確認調査

のみで終了した。 3枚 目及び 4枚 目の水田には住居址が残 り、遺構・遺物の検出ができた。 5

枚 目までグリッドを掘 り、範囲確認を実施 したが、 4枚 日の水田のほぼ中間地点までは遺物の

発見があつたが、それ以南は、見られなかった。そのため、 4枚 目の水田中間地点までを遺跡

範囲と決定し、全面発掘を実施 した。その結果、住居址 5棟、掘立建造物址 1棟等の遺構が検

出された。これ らの住居址は奈良時代中ごろから平安時代中ごろと推定される。この事は前述

した、中央自動車道における発掘調査で検出された住居址 と同時代の物である。調査範囲は、

東西幅約15mで南北に長い状況であるため、住居址が完掘 されたものは 2棟のみであり、他は

調査区域外に出てお り、全体を見ることが困難であった。

中央自動車道調査時における調査のまとめにおいても、遺跡が東側にも広がっているとい う

推測をしているが、今回の調査においてそれが証明された形になった。そして、今回調査 した

位置より更に東側へ広がることは確実であり、深沢川右岸は、王墓古墳の位置する段丘面まで

遺跡地帯であろうと思われる。



第 2節 遺構

遺跡周囲の状況

天竜川右岸は、西方山麓から流れる中小河川によつて開析 された扇状地であるが、本地区は、

扇央部よりやや下段に近い平坦地に位置 している。全体的には東への緩傾斜面にあり、北側は

深沢川が流れ、川 との比高30mの急な段丘崖 となっている。

この地区一帯は黄金波打つ水田地帯で、開田工事が昭和初期に着手され、広大な水田開発が

実施 されている。

遺跡は深沢川右岸一帯に広 く位置 し、その存在は、故小池修兵氏の調査により以前から知 ら

れていたところであつた。昭和48午 中央自動車道の工事に伴い、大きな発掘調査が実施 され、

大集落の一部が明らかになっている。

本地籍はその調査地点のやや東に位置するが、同一地形の一帯であり、遺物 も地表に出土し

てお り(発掘調査実施のはこびとなったのであるが、周囲の状況から考え、深沢川の両岸に東

西に長 く、広い範囲に続 くと考えられる。一帯は平地であるため、発掘調査を実施するには好

都合であるが、昭和初期の開田工事により、地形が動いている状況である。

,酬
li麒

遺跡 地遠望
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第 4図 調査区全測図

-13-





2.住 居址

1)第 1号住居址 (第 5図 )

本住居址は、調査第 3区の南端に近い位置から発見されたもので、完掘 された。Ⅲ層かⅣ層

に掘 り込まれている。主軸はN-90° 一Wを示 してお り、プランは東西 3m40cm、 南北 3m30cm

の正方形を呈している。ローム層中に掘 り込まれている状況ではないため、プランの確認には

非常に苦労 し、部分的には不確実なところも有る。壁はやや急な斜壁を示 している。壁高は南

側が20cm前 後を計るが、他は 5～ 10cmと 少ない。床面は良好な敲きとはいえず、凸凹が多い。

カマ ドは西壁ほぼ中央に位置 しているが、カマ ドを構成する石組みなどはわずかであり、周辺

には土師器の長胴甕の破片が検出されている。火床部も小さく、カマ ドの遺存状況は不良であ

る。主柱穴と確認されるものはPl～ P3であり、一ヶ所については不明である。検出された

遺物を見ると、 8世紀末から9世紀初めころの住居址である。

∩
|

Ａ
一

第 5図 第 1号住居址実測図



2) 第 2号住居址 (第 6図 )

本住居址は、第 1号住居址の東

側に位置 している。図に示すごと

く、検出された部分は全体の10パー

セン トにも満たない範囲であり、

他は調査区域外に出ている状況で

ある。プランは推定のほかはない

が、幸いにもカマ ドが検出された

ため、その周辺から若干の遺物を

見ることができた。住居址は西壁

にカマ ドを有する隅丸方形を呈す

るものと考えられ、南北の大きさ

は 5m50cm前後 と推定される。床

面はほぼ平らな敲きになっており、

小石を多く含んでいる。壁は急な

斜壁で、落ち込み確認面より35cm

を計る。西壁ほぼ中央に設定され

ているカマ ドは、西袖の中に芯に

なる平 らな石を立てて構築 してあ

り、袖の中には土師器片も含まれ

ている。カマ ドの遺存状況は良好

の部類である。出土遺物はカマ ド

の前面の床面に見られる。須恵器

の不蓋、土師器の長胴甕などが確

認され、これ らの遺物から推定 し、

住居址の時期は 8世紀後半と推定

される。

I層  黒色土

Ⅱ層 褐色の強 い黒色土

皿層 黄褐色土

Ⅳ層 褐色土

‐

」

―

キ

ー

第 6図 第2号住居址実測図

3)第 3号住居址 (第 7図 )

第 3調査区の東北隅に位置する本住居址 も、第 2号住居址 とほぼ同様な検出状況を―示 してい

る。住居址は水田面か25cmの ところで落ち込みを確認し、床面まではさらに35cmほ どの深さを

示 している。プランは推定 しかできないが、一辺 5m70cm前後の隅丸方形を呈するものと考え

Э
鰐

ｃ
′
湘

０



られる。カマ ドは西壁ほぼ中央に

位置 し、両袖の芯には長方形の平

らな石を立てて使用 している。片

方の袖の中に 3個の石を整然と並

べ しっか りと構築されている。カ

マ ドの両側には貯蔵穴に用いられ

たと思われるやや大きな穴が検出

されている。これは、この時期の

住居址にはよく見られる状況であ

る。カマ ド右側のピットの中には、

土師器の杯や甕の破片が多数検出

された。床面はカマ ド前面の部分

がよく敲かれてお り、平らになっ

ている。主柱穴と思われるものは

Plのみであり、20chの深さを示

している。本住居址が完掘された

ならば、かな り整然 とした、良好

な住居址が検出されたのではない

かと推測 される。カマ ド周辺にみ

られる出土遺物から判断し、 8世

紀中頃の住居址であろうと考えら

れる。

第 7図 第 3号住居址実測図

4)第 4号住居址 (第 8図 )

調査第 4区の北端に検出されたのが、第 4号住居址である。本住居址は第 3調査区との境に

位置する道路の下に入つている部分があり、完掘できなかった。プランは東西 6m、 南北推定

5m40cmの ほどの隅丸方形を呈している。床面は軟弱ではつきりせず、壁高も少ないところが

あり、不確定である。主軸方向はN-90° 一Wで、東西に長い住居址である。カマ ドの形状は全

く見られないが、東壁ほぼ中央に位置 していたと推定され、焼上が若干検出されている。主柱

穴と思われるPl～ P3の柱穴が発見されているがやや浅 く、位置的にもややずれている。

|
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焼土 を含む黒色土

ローム混 じり黒褐色

第 8図  第 4号住居址実測図

0    1m

5)第 5号住居址 (第 9図 )

本住居址は第 4調査区内に発見されたもので、遺構としては最南端に位置している。プラン

は東西 6 mlocm、 南北 5m70cmを示す隅丸方形を呈している。主柱穴はほぼ等間隔に4ヶ 所配

置されており、深さは26cln程度とやや浅い。壁はやや急な斜壁となっており、ほぼ全体に周溝

が見られる。周溝の幅は20cm前 後と広く、深さは 7～ 10cmを示す。床面及び壁面共に小石を多

く含み、第 2号住居址と同様な土質状況を示している。カマ ドは東壁中央に見られ、15cln角 く

らいの石を25個ほど集めて構築している。袖の中に平石を芯にしてカマ ドを形成する場合が多

いが、このカマ ドはそのような状況は見られない。袖に相当する部分に若千ロームで固めた様

子を伺 うことができる。西壁中に2ヶ 所のピットが見られ、柱穴と考えられるが、等間隔に位

置している状況から、住居の屋根をささえる施設と推定される:ま た、西壁南角に、幅 l m20cm、

深さ70cm程 度の溝状遺構が発見されている。これは東西に走る形で、西へ続くものと考えられ

る。溝は住居址によつて切られている状況と示しているもので、住居址の構築以前の溝状遺構

である。

住居址内の出土遺物は、土師器小型甕などが出土し、 9世紀中ごろの住居址と考えられる。
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第 9図  第 5号住居址実測図

3日 掘立建造物址 (第 10図 )

本遺構は、第 3調査区のほぼ中央から検出されたもので、掘立建造物址としてはただ一つの

遺構である。規模は東西4。 8m、 南北 7mになる。掘立柱は4本づつ 2列に並ぶ形で、ほぼ南北

に長く位置している。北端のPlと P8の間に小柱穴が2ヶ 所見られるが、地貫を下からささ

えた束柱の跡と考える。P4と P5の間にも同様に小柱穴が位置していたと考えるが、南側は

lヶ 所だけの確認であつた。主柱穴8ヶ 所の形状は、最も外側の 4ヶ所が、隅丸長方形に近い

形を呈しており、内側の4ヶ所は、ほぼ円に近い形をしている。深さは40～ 55cln程度で、P5、

P8は柱根の太さと思われる穴が二段に落ち込んでいる。柱穴の底部はかなりの堅さを有して

いるものと、それほどの堅さの無いものとに分かれる。このような大形の掘立建造物址はあま

り類例を見ないが、天竜川右岸の河岸段丘上に並ぶ遺跡の、上の林と中山遺跡に過去 lヶ 所づ

つ見ることができる。中央自動車道に伴 う発掘調査において、柱列址の遺構は多数見られたが、

それ等と比較しても本例は大形である。遺構の時期決定に繋がる遺物は見られない。周辺遺構

から見て 8世紀から9世紀にかかる時代であろう。



Ｅ

一

１
１
＝
ＩＩ
、
‐
‐
‐
＋
―
―

朝③ ◎
°
◎

◎
―

|

VI

Q

∩ |

P8嘔

匡 〕

⑩
ｏ‐

0

0

0            2m

一̈Ｍ
Ｋ

一

Ａ

一

I層  黒褐色土

Ⅱ層  ロームま じり茶褐色土

IIl層  ロームま じり黒色土

Ⅳ層  ロームの多い茶褐色土

I層  □―ムま じり茶褐色土
Ⅱ層  □―ム黒土混入土

III層  □―ム多い茶褐色土

Ⅳ層  回―ム土

第10図  掘立建造物址実測図

I層  黒褐色土

Ⅱ層 □―ムま じり茶褐色土

Ш層 黒色の強 い茶褐色土

Ⅳ層  □―ムの多い黄褐色土
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0                      1m

第11図  土鉱実測図

4.土 坑 (第 11図 )

第 3号住居址の西側に検出された遺構で、土城としては 1つだけである。南北に細長い形状

を呈しているが、、土城としての中心部は南側の深い部分である。深さは約70cmで 、底部は平 ら

にしてあり、壁面共に調整 している。貯蔵穴的な使われ方をしたものと考える。土城内からの

出土遺物は見られない。時期決定はできないが、第 3号住居址 と同時期 と推定する。
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層序説明

I 茶褐色土層

Ⅱ 黒褐色土層

Ⅲ 黄褐色土層

Ⅳ 茶褐色土層

V 礫 ま じりの黄褐色

層序説明

I 茶褐色土層

Ⅱ 黒褐色土層

Ⅲ 黄褐色土層

Ⅳ 褐色土層

V 砂礫 ま じりの褐色土層

第12図  D-1区 F-4グ リッ ド地層断面図 (西面 )

第13図  D-1区 F-4グ リッ ド地層断面図 (南面 )

第14図  D-5区 第10グ リッ ド地層断面図

層序説明

I 耕土

Ⅱ 水田の地場

Ⅲ 明るい褐色土層

Ⅳ 茶褐色土層

V 黒褐色土層

Ⅵ 砂 ま じりの褐色土層
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第 3節 遺物

縄文時代

土器 (第 15図 )

今回の調査において、縄文時代の時期に属する遺構の検出はみ られなかったが、グリッドや

他時期への遺構への流れ込み等により、細片ではあるが土器の出土が認められた。

1は 、やや大粒のRL縄文が斜状に施文されるもので、焼成良好でしつか りとしている。 2

は、 1と 同様に斜状に大粒のRL縄文が施文される深鉢の底部片である。 3は 2と 同じく深鉢

の底部片であり、半裁竹管状工具による縦、斜位に幾何学的な沈線文を施す ものであ。 4は、

やや大粒のRL縄文を地文とし、その上に半裁竹管状工具による沈線文を格子 目状に施 してい

る。 5は、瓦状押引き文が横位に施文されるものである。 6は、連続する 「Y」 字状懸垂沈線

と格子 目状沈線による文様構成を行っている。 7は、折 り返 した口唇部に半裁竹管状工具によ

る刻み 目が施 され、外面には沈線文が縦走する。

このような土器様相から、縄文時代前期後半から中期初頭時期に位置づけられよう。特に 3

は、諸磯 C式土器にみられる文様構成に類似するようである。また、 5～ 7は、その文様構成

から梨久保式に位置付けられる。

孟踏‰」3

0                  1 0cm

η
仏

第15図 出土縄文土器拓影図
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2.奈 良、平安時代

土器 (第 16・ 17・ 18図 )

1号住居址 (第 16図 1～ 4)

土師器は甕 (1)。 17N(2)が、須恵器は長頸壷 (3)・ 不

1の甕は、カマ ドより出土したもので、口縁部は短く外反し、

(4)の 出土がみられる。

胴部は肩が張るようにふく

1号住居址

8

0                1 0cm

第16図  出土土器実測図 1



む形状をする。外面は縦方向に、内面は口縁部横方向にバケ調整が施 される。器厚は、比較的

薄い。2の不は、やや大型で内湾ぎみに大きく開く形状をする。ロクロ整形によるものである。

内面は、黒色処理が施 されてお り、外面は二次焼成のためか赤褐色化 し、器面が剥げ落ちてい

るところもみられ、炭化物の付着も認められる。 3は、肩が強く張つてふくらむ形状をする長

頸壺の胴部である。頸部から口縁部にかけて欠損 してお り、焼成不良のためか全体的に土師器

のように茶褐色を呈し、軟質である。 4は、体部が大きく開く不で、ロクロ整形後底部は回転

糸切 りにより切 り離される。色調は、青灰色を呈するものの、 3と 同様に焼成不良のためやや

軟質である。

2号住居址 (第 16図 5～ 8)

土師器は甕 (5、 6)と 小型甕 (7)、 須恵器は蓋 (8)・ 不 。大甕による器種構成がみ られる。

5の甕は、口縁部は短 く外反 し胴部はふくらみ底部に垂下するもので、胴部最大径は口径を

上まわる。外面はナデ、内面は横方向にヘラナデが施 される。 6の甕は、 5に対 し胴部はあま

りふくらまない形状をする。内面は横方向にヘラナデが施 される。 6の甕は、 5に対 し胴部は

あまりふくらまない形状をする。調整は 5と 同じく外面ナデ、内面ヘラナデが施 される。また、

外面には、何か吹きこばれたかのように炭化物が付着 している。 7の小型甕は、二次焼成のた

め外面は赤褐色を呈し、一部予1げ落ちているところもある。 8の蓋は、宝珠形のつまみ部を有

し、端部にかえりはみ られない。尚、図化できなかつたが、底部回転糸切 りによるj7Nも 見られる。

3号住居址 (第 17図 9～ 14)

土師器は甕 (9～ 11)、 須恵器は不 (12～ 14)の出土がみられる。

9の甕は、口縁部は短 く外反 し、胴部はあまりふくらまずまつすぐ垂下する形状を示す。内外面

共にナデ消しが不十分のため、輪積み痕が残つている。10は 、胴部がややふくらむ形状をする甕で、

内面は横方向にヘラナデによる調整が施 されるが、それはハケに近いものである。12は、まっす ぐ

外開する底部回転ヘラ切 りによる不である。13と 14は 、美濃須恵器窯製の高台付17Nで ある。

4号住居址 (第 17図 15)

土師器は甕、須恵器は不 (15)の 出土がみ られる。

甕は、底部の小片 しかないため図化できなかった。15の 高台付不は、体部がまっす ぐ大きく

外開する。他に、高台の付かない底部回転糸切 りによる杯の出土もみ られる。

5号住居址 (第 16図16～ 20)

土師器は甕 (16)・ 坑 (17)・ 皿 (18)・ 17N(19)、 須恵器は不 (20)の 出土がみられる。

16は 、薄手のロクロ甕である:17の坑は、ほぼまっす ぐ体部が外開し口縁端部で小さく水平

ぎみに外反する形状をするもので、内面は黒色処理が施される。19の不は、内面黒色処理が施

され、回転糸切 りによる底部には墨書 「文」の文字が認められる。20は、内湾ぎみに体部が外

開する不で、底部回転糸切 りによるものである。
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第17図  出土土器実測図 2

鉄 器 (第18図 )

18図の刀子は、土拡 1号より出

土 したものである。刃部にはほぼ

全体的に本質が付着 している。ま

た茎部も、刃部を作り出したかの

ように、断面は三角形を呈 してい

る。

号 住 居址

第18図 出土鉄器実測図



第Ⅳ 土早 まとめ

堂地遺跡は、沢尻一箕輪線の道路建設に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査である。この地籍は、

昭和48年度に中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査が実施された場所の地続きになる。そのため、

埋蔵文化財の内容については、かなり推測をすることができた。

昭和48年時における調査では、当時としては、県下では最大級の全面発掘であり、大規模な

ものであった。深沢川右岸に広がる広範囲の面に縄文中期初頭、古墳時代、平安時代などの多

数の遺構、遺物が検出されたのである。そのため対岸 (深沢川左岸)の 中道遺跡を含め、伊那

谷ルー トにおける最大の調査となった。

さて、このような調査が過去において実施されているため、今回の発掘調査は、堂地遺跡が

どの範囲まで広がっているものかという範囲確認の意味も含んだものであつた。発掘調査の概

要を記し、若千の考察を加えまとめとしたい。調査は道路敷の範囲に限られているため東西 (道

巾)約 15mで、南北は深沢川段丘崖から南へ約300mほ ど続くものである。調査予定地域内にお

ける遺物分布状況から、遺跡範囲のおよその推定は可能であったが、まず最初の作業として、

遺跡の範囲確認と地下遺構の破壊状況を知ることであつた。

深沢川寄りの水田から田 1枚分づつを調査区分けし、確認調査グリッドを設定した。その結

果、深沢川段丘から南へ170m点 までは遺物の分布を見ることができた。調査 1区は縄文土器片

が若千検出されたのみで、遺構はみられなかった。この地点ではローム面までが2m余 りと深

く、以前の地形はかなりの凹地であったと思われる。調査 2区は逆に尾根状にやや高く、開田

時に削平された範囲であつたと考えられる。 3、 4区に遺構が集中している。住居址 5軒、掘

立建造物址 1棟の検出があつた。このうち住居址 2軒 と掘立建造物址は完掘できたが、他は調

査区外に出ており、住居址は一部のみ確認されたにすぎない。調査 3区に検出された 3軒の住

居址はすべて西カマ ドで、西壁ほぼ中央に位置している。カマ ドはいずれも平石を立てて芯に

して、両袖を形成している。このことは共通した製作方法である。第 1号住居址は完掘できた

が、他の 2、 3号住居址は西壁部だけで、住居址全体のプランは推測する他は無い。これらの

3住居址は、いずれも8世紀中頃から9世紀にかけての時期と考えられる。中道遺跡の時代区

分を例にとるならば、中道 I期に比定される。この3住居址と同じ場所に検出された掘立建造

物址であるが、南北に棟を配し、二列 8本の柱からなつている。その他に地貫をささえた東柱

が8本あったものと推定できる。平面プランは東西4.8m、 南北 7mでぁる。柱穴は坪掘 りで、

円形及び隅丸方形を呈している。径は70～ 90cmほ どもあり、中には柱の大さを示すように二段

になっているものも見られる。このように大形の規模を有する掘立建造物址は、天竜川右岸段



丘上に見られ、上の林、中山の各遺跡に一ヶ所ずつ確認されている。昭和48年度における中央

自動車道工事に伴 う調査において、多数の建物址が見られたが、この種の大きさを有する遺構

は少ない。遺構の時期を決める遺物の伴出は見られないが、周辺住居址に伴 う時期 と推定する。

次に第 4区から検出された 2住居址も第 3区のものと同様な規模や時期 と考えるが、 2軒共

にカマ ドが東壁に位置 (第 4住は焼土により推定)している。また第 5号住居址のカマ ド構築

状況は、他のものと相違が見られる。また第 5号住居址によって切 られた溝状遺構は、西方か

ら水を引いた遺構のようにも推定される。

以上が遺構の概要であり、その内容について少 しばか り気の付いたことを記 した。今回の調

査は、南北に長い区間であつたため、深沢川段丘崖から南に、遺跡がどの範囲まで及ぶかとい

うことについては、一応の日途を付けることができた。そして、深沢川右岸においても、川に

添って下流にまで遺跡が続 くことが証明されたのである。

このことは、左岸の大出側においても、同様な推測がなされるものであり、川をはさんで大

きな遺跡の存在を考えさせる。このような大きな遺跡の存在は、ただ単に大遺跡 というだけで

なく、時代的背景をもつた集落ではなかったかたと推測 したい。このことについては、中道遺

跡 との関連を考えながら考察 しなければならない。

終わ りに出土土器・陶器などについてご教示をお願い した長野県埋蔵文化財センターの小平

和夫先生に、心からお礼を申し上げます。また発掘に従事された調査員ならびに団員の方々に、

深 く感謝申し上げます。予算等にご配慮頂いた伊那建設事務所長さん並びに担当職員の皆様に

篤 く謝意を表する次第であります。
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第 3号住居址 カマ ド状況
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中 道 遺 跡

19891F

長野県伊那建設事務所

箕 輪 町教 育 委 員会



箕輪町教育委員会

教育長 堀 口

中道遺跡は、大出区の西部・深沢川左岸一帯に広がる地籍にあり、西天竜の開通により、一

面の水田地帯となっている。

この地籍は、昭和48年度における中央自動車道埋蔵文化財包蔵地発掘調査によって、世に大

きく発表された遺跡であり、当時の調査において県下では最大級のものといわれています。

沢尻―箕輪線の道路建設に伴い、右岸の堂地遺跡に続いての調査 となったものであり、調査

地は段丘上・下の二ヶ所に分かれ、全調査面積3000ぷ におよぶとい う大きなものにな りました。

調査の結果については、各章ごとに記 したとお りであります。 2ヶ 月余にわたつて実施された

調査により、多くの成果が上げられてお ります。縄文時代中ごろの様子や、古墳時代後半から

平安時代に及ぶ集落の状況が現われました。このことによつて中道地籍に広がる集落の様子や、

古代の人々の生活状況を推測することができました。

遺跡の発掘調査は、ただ一度 しかできない性格のものであり、それによって、遺跡は消えて

しまう運命にあります。

記録保存によって残つた本書が、広 く活用され、郷土の歴史を探る一頁になれば幸いに存 じ

ます。

最後にな りましたが、この発掘調査にあたり、深いご理解をいただきました地元大出地区の

皆様方、また長期間発掘に従事された調査団の方々に心からなる謝意を表 して、序文 といたし

ます。

泉



例

1。 本書は、長野県上伊那郡箕輪町大字中箕輪2362、 3267、 3268、 3276、 3277番地に所在する、

中道遺跡の発掘調査報告書である。

2。 本発掘調査は、長野県伊那建設事務所より委託を受け、箕輪町教育委員会が行ったもので

ある。調査は、昭和63年 4月 12日 から6月 14日 まで実施 し、引き続き整理作業及び報告書

の執筆作業を行った。

3.本書を作成するにあたつて、作業分担を以下の通 り行った。

・遺物の復元一赤松 茂、福沢幸一、宮脇陽子

。遺構図の整理―柴登巳夫、根橋 とし子、宮脇陽子

。遺物の実測 。トレースー赤松 茂、井上武雄、柴登巳夫、根橋 とし子、宮脇陽子

・遺物拓影―井上武雄、根橋 とし子

・挿図作成―赤松 茂、宮脇陽子

・付表作成―赤松 茂、宮脇陽子

・写真撮影 。図版作成一赤松 茂、井上武雄

4.遺構図は、次の縮尺に統一 した。

住居址・掘立建物址-1:80、 カマ ド・土拡・集石-1:40

遺構図のスクリーン トーンは、次のものを表す。

斜線―遺構断面、細点一カマ ドの火焼状況、網点―その他本文に記載する。

5。 遺物実測図は、次の縮尺に統一した。

縄文土器-1:4、 縄文土器拓影図-1:3、 土師器・須恵器・灰釉陶器-1:4、 石器

-1:3、 2:3、 鉄器・銭貨-2:3

土器実演1図 のスクリーン トーンは、次のものを表す。

内面―内面黒色処理、断面―須恵器・灰釉陶器

6。 本書の執筆は、赤松 茂、柴登巳夫、宮脇陽子が分担 した。

7.本書の編集は、赤松 茂、井上武雄、柴登巳夫、根橋 とし子、宮脇陽子が行った。

8.石器の石材鑑定は、調査団長樋 口彦雄氏にご教示いただいた。記 して感謝申し上げる。

9.土器については、(財)長野県埋蔵文化財センターの小平和夫氏にご教示いただいた。記 し

て感謝申し上げる。

10。 写真撮影については、征矢 進氏にご教示いただいた。記 して感謝申し上げる。

11.出 土遺物及び図版類は、すべて箕輪町郷土博物館に保管されている。

口
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第 I章 遺跡の立地

第 1節 位置

中道遺跡は、長野県上伊那郡大字中箕輪2362番 地を中心に所在する。天竜川右岸には、深沢

川や帯無川などの小河川によつて開析 された扇状地が南北約21kmに広がり、東へ緩やかな傾斜

面を呈 している。遺跡は扇央部から扇端部にかけた傾斜面にあり、深沢川の左岸段丘上に位置

している。一帯は水田地帯で、東は大出の集落があり、西は南北に中央道が走る。遺跡地は段

丘の上段 と中段 とに分かれ、720～ 740mの標高を測る。

第 1図 位置図
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第 2 節 自然環境

箕輪町は、長野県の南部、上伊那郡の北部に位置 し、諏訪湖を源 とする天竜川が中央部を南

流 し町を竜西・竜東の二地区に分けている。右岸の竜西地区に発達 した扇状地は、木曽山系の

山々から天竜川に流れ込む中小河川によつて形成 されたものである。北から、北の沢川、桑沢

川、深沢川、帯無川、大泉川、小沢川 と続き、北ほど流路は短 く、南ほど長 くなっている。そ

れは西側山地が北から南にかけて高さを増 しているためで、その流路の長 さに比例 して山麓に

形成される扇状地の規模 も大きくなっている。扇状地の扇頂部より浸透 した地下水は、洪積台

地の下をくぐって段丘崖下に沸き出す湧水群 とな り、扇状地を流れる小河り||の水利 と合わせ、

豊富な水源に恵まれている。中道遺跡は、この複合扇状地の扇央部、深沢川の右岸段丘上に位

置 し、東方に面する緩やかな傾斜面に立地 している。

遺跡地より東方に目を転ずれば、天竜川 とその氾濫原が広がり、また、左岸の竜東地区を展

望することができる。竜西と比べてやや小規模ではあるが、西流する沢川によつて形成 された

扇状地が広がる。その背後には赤石の山脈を経て、はるかにそびえる雄大な南アルプスの麗峰

を見渡すことができる。また、南方に目を転ずれば、天竜川によって形成 された広大な伊那盆

地を望むことができる。

遺跡は、このように恵まれた自然環境の中で形成され、現在に至っている。

遺跡 周辺 の地形

-2-



第 3 土早 歴史的環境

箕輪町は、天竜川を挟んで典型的な河岸段丘と扇状地が形成された地形であり、先史より人

が居住 しやすい好的な所 といえる。町内には、そんな古代人たちが残 した足跡 とも言 うべき多

くの遺跡が散在 し、その総数は、包蔵地176ケ 所、古墳24基が現在のところ確認され、上伊那郡

内においても屈指の遺跡地帯 として知 られている。その中にあつて、中道遺跡の所在する竜西

地区一帯をみてみると、地形的、水利的な立地条件のよい場所に集中している。

東流する小河川の両岸に形成 された段丘上には、幾つかの遺跡群が存在する。中道遺跡は、

深沢川の左岸段丘上に広がる遺跡群の一つであり、さらにその上流の八乙女地区には五輪遺跡、

対岸には、中道遺跡 との関連性が考えられる堂地遺跡がある。遺跡の所在する大出地区は、律

令制以前に造 られた東山道の通過地であるとされ、平安時代に書かれた 「延喜式」には、一定

区間に駅家が設置されたと記されてお り、その一つである深沢駅がこの地区のどこかに所在 し

ていたと推測 されている。昭和48年 に行われた中央道建設に伴 う本遺跡の発掘調査では、縄文、

奈良、平安時代に営まれた複合遺跡であることがわかつた。中でも、奈良から平安時代にかけ

ての大集落址の存在が明らかとな り、特に一辺が 8mを越す規模の大型の竪穴式住居や、奈良

三彩を出土する住居など、特種な遺構・遺物の多く出土する何か特別な意味を持つ遺跡 として

注目された。

一方、天竜川西岸の段丘突端部をみてみると、北から丸山・熊野上、大出、松島王墓古墳、

本城、中山、藤山、上の林、北城、南城、猿楽の遺跡がほぼ切れ 日なく連な り、一種の遺跡ベ

ル ト地帯を形成 している。それは、縄文時代から中世まで営まれた複合遺跡で、昭和60～ 62年

にかけて中山遺跡が、昭和55～ 57年にかけて上の林遺跡が、それぞれ調査され多数の遺構・遺

物が検出され、徐々にその内容が解明されつつある。また、上伊那郡下で唯一の前方後円墳で

ある松島王墓古墳は、 6世紀後半の築造 とされ、全長58m、 前方部前縁幅32m、 同高さ7.7m、

後円部径約30m、 同高さ7mの規模を有するものである。この大古墳の出現は、この箕輪一帯

を治めていた統治者の絶大な権力 とい うものを伺わせるものである。更に、段丘下の氾濫原に

目をうつす と、古代水田址である箕輪遺跡が広がる。その規模は、およそ100ヘ クタール とも言

われ、稲作文化が入つてきた弥生時代から現代に至るまで、高い生産力を擁する屈指の穀倉地

帯を形成 している。時の権力者は常にここを支配 し、自らの戦力基盤 としていたのである。

このように箕輪町は、原始から古代にかけてその歴史的基礎を確立 していったが、その中に

あって中道遺跡はとりわけ重要視することができよう。これ らの環境の中で遺跡は:大きな役

割を果たしていたものと考えられ、その全貌が明らかになったときには、古代中世の歴史解明

に大きな役割を果たすであろう。

-3-
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第Ⅱ章 発掘調査の経過

第 1節 調査に至る経過

今だに道路事情の問題が取 りざたされている今 日の社会において、敏速かつ円滑な移動がで

き、より生活の発展・向上が得 られるよう、道路の整備・新設が求められている。長野県伊那

建設事務所は、そのような問題のみられる県道 「沢尻一箕輪線」通称春 日街道が、松島区堂地

地籍の変電所上で行き止まりになっていることに対処するために、そこから北へ総長650平 、幅

員10mの路線を計画 し、昭和62年度より工事着工するに至った。そ して同事業に伴い、計画路

線に所在する、埋蔵文化財の発掘調査を実施することとなつた。

東流する深沢川の右岸段丘上に堂地遺跡が、左岸段丘上に中道遺跡がそれぞれ所在 し、昭和

48年には中央道建設に伴 う発掘調査が行われている。路線は、その中央道の100～ 150m東側に

ほぼ平行に位置するため、遺構・遺物の存在を予測 していた所である。昭和62年度には、既に

堂地遺跡分の調査が完了し、内容的にはほぼ予想通 りのものであり、大きな成果を上げている。

そして今年度、残る中道遺跡分を 4月 12日 から6月 14日 までを期間とし、箕輪町教育委員会が

伊那建設事務所より委託を受け、新たに調査団を編成 して、調査を実施する運びとなった。

第 2節 調査団の編成

調査団

団 長 樋 口彦雄

担当者 柴登巳夫 箕輪町郷土博物館主任学芸員

調査員 赤松 茂 箕輪町郷土博物館臨時職員

調査員 宮脇陽子

団 員 荒川織光 石川清子、井上 清、井上武雄、浦野 弘、大槻泰人、岡  章、

岡  正、春 日義人、唐沢源一郎、唐沢正十、唐沢光国、小池久人、小島久男、

小平和子、小林信義、清水すみ子、自鳥博臣、戸田隆志、中坪侃一郎、

根橋 とし子、野村金吉、藤森秀男、星野政雄、松田幸雄、水田あき子、水田重雄、

山岡ゆき子、山岸 工 (故人 )



事務局

堀 口 泉

上島冨作夫

上田明勇

柴登巳夫

石川 寛

赤沼悦子

赤松 茂

箕輪町教育委員会教育長

箕輪町教育委員会社会教育課長

箕輪町教育委員会社会教育係長

箕輪町郷土博物館主任学芸員

箕輪町郷土博物館学芸員

箕輪町郷土博物館臨時職員

箕輪町郷土博物館臨時職員



第 3節 調査 日誌

4月 12日  (火)曇

発掘用機材やテン トを運搬 し、テン トの設営

を行 う。調査区は地形的な状況から第 1調査地

区 (中段面)と 第 2調査地区 (上段面)と に分

け、最初に前者の調査を行い、続いて後者を行

う予定である。午後から地層状況を把握するた

め、第 1調査区内に 2m四方のテス トピットを

6ヶ 所開ける。各テス トピットより縄文土器片、土師器や須恵器の破片が出土する。また、北

側のテス トピットからは埋甕が出土し、初 日から住居址の検出かと、明日からの調査に期待が

寄せられた。

4月 14日  (木)曇

前 日の雨が残 り人員はやや少ない。テス トピットの掘 りの続きを行い、土層の堆積状況など

を見ながら今後の調査の見通 しについて協議を行った。

4月 15日  (金)晴

晴天の下、堀 口教育長、長野県伊那建設事務所の課長、担当職員の方々の御来席をいただき

樋 口団長を中心とする調査団の結団式を行い続いて神事が行われ、団員の安全 と調査の完遂を

祈願 した。午後から耕作土の厚い調査区西側の表土はぎが重機により開始 され、耕作上の薄い

東側にはグリッドが設定され、掘る作業も開始された。

4月 16日  (土)晴

昨日から引き続きグリッドを掘 り下げる。グリッドは遺構を確認するため市松状に掘 り進め

て行 く。先 日埋甕の出土した周辺のグリッドを掘ると、炉や柱穴らしいピットが検出されたた

め 1号住 とした。だが、この住居址付近は開発の際の削平により耕作土が薄 く、遺構の残 りが

悪いようであり、 1号住も立ち上がりがなくそ

のプランを確定し難かった。また、その他のグ

リッドからも遺物は出土するが、遺構の確認は

できなかった。

4月 18日  (月 )曇 のち雨

グリッド掘 りが続 く。だが、遺構は確認でき

ない。午後、間もなく雨が振 り出し、 1号住に

シー トをかけ作業を打ち切つた。明日以降に期

待をかける。
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4月 19日  (火)雨 のち晴

午前中は雨が残ったため、午後から作業を行っ

た。各班ごとに作業が進められ、 1班は 1号住

の掘 りに入 り、 203班 はグリッド掘 りが続け

られ 4班は測量を行った。E-10グ リッドおよ

び周辺グリッドから多量の土師器や須恵器の破

片が出上 し、遺構の確認が進められた結果、 2

号住が確認された。

4月 20日  (水)晴

昨日に引き続き班別に作業が行われ、 1号住は床面の仕上げに入 り、 2号住ではプランの確

認が続けられた。グリッド掘 りも継続するが遺構は検出されない。午後から1号住の平面測量

が始まった。

4月 21日  (木)曇 のち雨

2号住の掘 り下げに入る。土師器や須恵器の破片が多数出土する。また、グリッド掘 りも継

続される。しかし、午後になり雨が降り始め、 3時すぎに作業を打ち切った。

4月 22日  (金)曇

午前中、樋口団長による石についての講習会が行われた。カマ ドの石や石器の石質等々、大

いに勉強になった。また、 J-16グ リッドを中心に3号住が確認され、土師器や須恵器の破片

が多数出土した。 2号住では床面の仕上げが行われた。

4月 23日  (土)晴

3号住の掘り下げに入る。住居内から一括して土器が検出された。 2号住では追い込みに入

リカマ ド以外が仕上り、測量を行った。また、重機による表土はぎが行われていた西側に、新

たにグリッドを設定し、グリッド掘 りを開始した。午後、福沢幸一氏が来訪し、 1号住の埋甕

を取り上げる。また、復元も依頼した。

4月 25日   (月 ) ,青

発掘が始まってから2週間が過ぎ作業も大分

慣れてきたようだ。グリッド掘 りが進み。Q-15

グリッド周辺に4号住、また、西側のS-7グ

リッド周辺からは5号住がそれぞれ確認された。

2軒の住居址からは土師器や須恵器の破片が出

土した。 3号住のベル トが解体され追い込みに

入つた。尚、検出面の土層と覆土の色調が類似

しており、いずれの住居址もプランの確認に時
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間を費や した。

4月 26日   (火 ) 日青

2班による調査区西側のグリッド掘 りが継続

され、R二12グ リッド周辺から集石炉が 2基検

出された。また、 S-11グ リッド周辺からは 6

号住を確認した。しかし、半分程が西側の調査

区外にかかるため調査ができない。 4号住のプ

ランの確認を 1班が行 うが、西側が不明瞭で手

間取つた。また、 5号住もプランの確認が行われ、午後に 3班が掘 .り 下げに入つた。土師器や

須恵器の破片が多量に出土した。

4月 27日  (水) 晴

昨日より5号住を掘 り下げているが、西壁の一部がわずかに調査区外にかかり、完掘をした

く地主にその旨を伝え承諾を得る。多人数で田畦を慎重に壊し完掘する。 2・ 3号住もそうだ

が、カマ ドが住居の西側に存在する。しか tン 、 5号住ではその西側のカマ ドが何らかの理由で

破壊され、北東コーナーに新たに造設されていた。 1軒の住居内から2基のカマ ドが検出され

団員の興味をそそつた。また、 4号住の西側のプランを確認するため、平面的に拡張した。2

号住のカマ ドの解体に入る。

4月 28日   (木) 日青

4号住の西側プランが確定できないため、プランが判明している北端から南端へと南北にベ

ル トを設定し、4号住の掘 り下げに入つた。土師器や須恵器の破片が多量に出土した。 5号住

が追い込みに入る。

5月 6日 (金)晴

1週間ぶりに調査が開始された。農繁期に入 り人数がやや少なく、 1・ 2班合同で4号住の

掘 りに入る。住居の西側に設定した南北ベル ト以西を平面的に拡張していた結果、遺構が検出

され 7号住とした。また、 3班が 6号住のプランを確定した後、掘 り下げに入つた。午後に6

号住のベル トを解体 し、床面の仕上げに入る。

3号住のカマ ドおよび 5号住北東コーナーのカ

マ ドの解体に入る。比較的残存状態の良好な 5

号住のカマ ドをモデルに、担当調査員よリカマ

ドについての説明が行われた。

5月 7日  (土)曇 のち雨

第 1調査区の調査も終盤に差 しかかつた。10

2班合同で 7号住の掘 り下げに入る。続いて 4・
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7号住の各ベル トの土層断面を整地 し、測量に

入つた。 3班は昨日からの 6号住の掘 りの続き

を行い床面まで掘 り下げた。正午前、雨が振 り

出し作業を打ち切った。

5月 9日   (月 )  日青

本 国より第 1調査区と平行 して、 2班 と3班

数人によって第 2調査区の遺構上面確認が開始

された。まず最初にいくつかのテス トピットを

入れ土層堆積状況を確認 し、その後重機による表土はぎが行われた。遺構確認面がローム層 (黄

褐色)のため遺構の確認が容易であり、農耕道路東側よりいくつかの土拡 と住居址 (8号住 )

が確認された。 しかし、排土スペースがなく排土に苦労を要する。第 1調査区では、 4・ 7号

住および 6号住の各ベル トが解体され、床面・柱穴等の仕上げに入つた。

5月 10日  (火)曇 のち雨

4班以外は全員第 2調査区に移動 し、遺構上面確認が行われた。 4班は第 1調査区で測量を

行つた。午前11時すぎ雨のため作業を打ち切つた。

5月 13日  (金)晴 時々雨

第 1調査区では 4班が測量の続きを行 う。第 2調査区では遺構上面確認が継続された。農耕

道路の東側がほぼ終了したためグリッドを設定 した。いくつかの土拡 と9号住・10号住が確認

された。

5月 14日  (土)晴

第 1調査区の調査も大詰めを迎え、測量 も終了した。第 2調査区では 8号住の掘 り下げとい

くつかの土拡の半割に入つた。南端の上鉱は中世の土拡墓であるらしく半割の時点で内耳土器

(土師器)が 1個体 と石、古銭が 3枚検出され団員一同感嘆した。また、11・ 12号住が確認さ

れた。

5月 16日   (月 ) F青

先週に引き続いての 8号住の掘 り下げと新た

に11号住 012号住の掘 り下げに入つた。11号住

は半分程が調査区外にかかるために完掘ができ

ない。各住居址 とも、土師器や須恵器の破片が

出土した。また、11号住からは焼土も検出され

た。南端の土拡墓の完掘が行われ、土器の脇よ

り歯 (人歯 と思われる)が出土し、石の下から

は、古銭が 3枚出土し、古銭は合計 6枚 となった。



5月 17日  (水) 晴

9号住 と10号住のプランを確認 した後、掘 り

下げに入つた。 8号住・11号住・12号住は共に

床面が仕上げの段階に入つた。午後には12号住

の測量を行った。また、 9号住の西側の一部が

農耕道路にかかつているため、現在のところ調

査ができない。休憩時、昨日までに土拡墓から

検出された古銭 6枚 (六道銭)についての説明

があつた。

5月 18日  (水)晴

9号住・10号住のベル トが解体 され、床面の仕上げに入つた。また、農耕道路西側の遺構上

面確認が一部始まり、南端部よリピットがいくつか検出された。

5月 19日  (木)晴

午前中、第 1調査区の全体測量が実施 された。第 2調査区では遺構上面確認が続けられ遺構

の検出が行われた。また、11号住の測量が終了した。

5月 20日  (金)晴

いくつか検出された土鉱の半割に入る。土拡内より縄文土器の破片が出土した。また、10号

住の測量も行つた。午前10時頃、博物館より山岸工さん (調査団員)死去の知 らせを受ける。

5月 24日  (火)晴

業者に委託 しての農耕道路 とその西側一帯の表土はぎ作業が行われた。本 日の作業は測量の

みで、10号住 と12号住のカマ ドの調査・測量を行った。

5月 25日  (水)曇

本 日も業者が表土はぎと排土作業 とを行 う。北側の表土はぎが終了したところから上面の整

地を行い遺構の確認を行つた。一部が農耕道路にかかつていたために、調査が中断していた 9

号住の全掘を行った。この住居の西側から検出されたカマ ドは非常に残存状態が良好であつた。

また、10号住の西側から13号住 014号住が確認

された。

5月 26日  (本)晴

南側の表土はぎ、排土作業も終了し、整地を

兼ねた遺構上面確認が行われた。遺構は土拡が

いくつか確認された。また、13号住のプランを

確認した後、掘 り下げに入つた。
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5月 27日  (金)晴

9号住のほぼ中心に有線電話の柱を残 したた

めに測量に苦労を要した。 1班は昨日より継続

して13号住の掘 り下げを行い床面の仕上げに入つ

た。床面より鎌が出土 した。西倶1よ り残存度の

比較的良いカマ ドが検出された。また、14号住

のプラン確認も実施 された。 3班は12号住西側

の遺構上面確認を継続 して行った。

5月 30日   (月 ) 日青

1班 と3班が合同で遺構上面確認を行い、土拡やピットの遺構を多数確認 し土拡の総数は100

基を越えた。 2班は 8号住西側の土拡の半割に入つた。昨日、14号住のプランを確認する際に

住居の北側より土器の口縁部が検出され、掘 り下げてみると完全な形で 「横盆」が出土 し、団

員一同感嘆の声を発 した。

5月 31日  (火)晴

中部小の 6年生が午前と午後 と見学に来た。担当学芸員の説明を熱心に聞き、メモして、質

問していた。作業は土鉱の半割が継続され、各土拡 とも縄文土器の破片や打製石器が出土した。

また、西側南端部まで整地および遺構上面確認が終了し、先 日南端部より検出されていたいく

つかのピットと土鉱が明確になった。ピッ トは南北に 4列、東西に 3列、合計12ヶ が並んだた

め 1号掘立建物址 とした。また、13号住の測量を行った。

6月 1日  (水) 曇

1号掘立建物址のピットの半割に入る。縄文時代の土拡を切つているピットもいくつかあっ

半割が終了したものから測量を行い完掘に入つた。土拡も同様に半割、測量、完掘を行ら

6月 6日 (月 )晴

4日 ぶ りに現場に行 くと雨の被害が日についた。

応が協議された。作業は終 日、土鉱の半割 と全

土鉱群の方がその被害が大きく、今後の対

掘、および完掘が行われ、土鉱内からは縄文土

器の破片が多数出土した。また、11号住の西側

に、南北に 3列、東西に 2列、合計 6ヶ のピッ

卜が並びこれを2号掘立建物址とした。

6月 7日 (火)晴

土拡群の掘 りに日処が立ってきた。100数基の

土拡も残すところわずかとなった。14号住の掘

た

　

た
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り下げに入つた。西倶Jが 一部調査区外に延びて

お り調査ができない。ベル トを設定 し全体的に

15cm程掘 り下げた住居内一面に、赤褐色の焼土

が広が り火災に遭った可能性があると考えられ

た。更に掘 り下げ床面に到達すると、東側に 1

m程度の柱 と思われる炭化材が出土し、いよい

よもつて火災説が濃厚となり団員の興味をそそっ

た。また、鉄製の紡錘車や刀子が床上から出土

した。

6月 8日  (水)曇 のち雨

午後 3時頃、町の教育委員会の視察団約10名 が見えられ、降雨の中を担当学芸員の説明を聞

きながら現場の状況を見て行かれた。作業は昨日に引き続いての土鉱の半割、完掘 と14号住の

掘 りと床面の仕上げを行つた。土拡 も完掘 されたものから測量に入つた。午後 3時すぎ、降雨

のために作業を打ち切つた。

6月 10日  (金)晴

第 2調査区の調査も大詰めの段階となる。測量を主としてやや人員を削減 して作業を行った。

14号住 と各土鉱の測量を行い、さらに遺物の取 り上げも行い、14号住居内の横盆が慎重に取 り

上げられた。

6月 11日  (土) 晴

第 2調査区の全体測量が行われた。最初に南側の100数基の土拡群から始めた。また、13号住

のカマ ドを解体 して調査 した。 しかし、遺物の量が多く測量 と取 り上げに時間を要したため、

午前中で終了する予定が午後まで延びてしまい、3時すぎにようや く全体測量が終了となった。

6月 13日   (月 ) 日青

再び第 2調査区内に農耕道路を造成するための埋め戻し作業を手作業および重機を用いて行っ

た。また、慰労会も実施 された。

6月 14日  (火)晴

昨日に引き続き第 2調査区の埋め戻 し作業を

行つた。午後、テン トや発掘用機材の撤収を行

い、博物館にて整理作業を行った。本 日にて中

道遺跡の発掘調査をすべて終了した。
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第Ⅲ章 遺跡の状態

第 1節 調査区の設定 と検出遺構

中段面は、昭和48年度の中央道建設に伴 う発掘調査の行われなかつた面であり、遺跡の有無

は不明であつた。 しかし、過去において水田・畑地の耕作中に土器等の遺物が出土した、とい

う例もあり、また、遺物の表面採集もできたことなどから、遺跡包蔵地 として判断し、調査の

対象 とした。上段面は、中央道建設の調査で奈良時代から平安時代にかけての集落址の存在が

明らかになってお り、調査地はそこからわずか100m東側に位置するため、ほぼ同す時期の遺構 。

遺物が検出されるのは、当初より予測 されていた。よって調査は、地形的状況 と進行状況を踏

まえて、中段面を第 1調査区 (以後 1区 と呼ぶ )、 上段面を第 2調査区 (以後 2区 と呼ぶ)と 区

分し、前者より調査を進めることとなった。尚調査は、各区に試掘坑を設けて土層堆積状況を

確認し、その後重機による表土剥ぎを行って、 2m四方のグリッドを設定 した。グリッドは、

統一グリシドとせず、各区ごとに設定した。

調査結果は、 1区 より縄文時代中期初頭の住居址 1軒 と集石 2基、古墳時代末から奈良時代

にかけての住居址が 6軒検出した。 1区は全体的に遺構の遺存状態は悪 く、特に縄文時代の住

居址 (1号住)は、過去における開田工事によつて上部を削平された状態にあつた。 2区から

は、縄文時代中期初頭の時期に属する土拡109基、古墳時代末から奈良時代にかけての住居址 7

軒 と掘立建物址 2軒、中世の土拡墓 1基を検出した。土拡は調査区の全域にみられるが、特に

段丘の突端部に集中してお り、一種の土拡群 として捕えられよう。住居址は、 1区 とほぼ同一

時期のものとして考えられ、切 り合い関係にある住居址もあり、時期の細分も可能である。ま

た 1基のみの検出であったが、人歯 と銭貨を伴 う中世の土拡墓に注目される。尚、 2区は水田

や農道 として使用 されていたにもかかわらず、 1区のような地形の変化は少なく、比較的遺構

の遺存状態はよかった。

第 2節 層序

1区

中段面である 1区は、深沢川の押 し出しによつて形成された堆積面であり、 1区の上段面 と

は、基本的な堆積層序が異なっている。また、第 5図をみるように、調査区の西側から東側ま

で約40mの幅で90～ 100cmの標高差がみ られ、ゆるやかに傾斜 している。

I層二一耕作土。現在、水田が営まれており、粘土層と鉄分を含む礫土層とに細分が可能であ



るが、耕作土として一括する。

Ⅱ層――黒褐色土層。調査区の西側では約20cmの厚さを測るのに対 し、東側では120cmの厚さを

持ち、同質の上でありながら混入物や粘性の違いで細分がされた。

(1)粘性やや有 り、 しまりは強い。/卜礫をまばらに含む。

(2)粘性は強く、しまりも強い。/Jヽ礫はあまり含まれない。

(3)粘性は強く、しまりも強い。ノlヽ礫は含まず土器片をまばらに含む。

Ⅲ層――黄褐色土層。粘性はあまりないが、しまりは強い。 I・ Ⅱ層 と比べ砂質であり、礫は

ほとんど含まれない。遺構確認面である。

2区

2区のような堆積状況は、町内における天竜川の東西段丘上に普遍的にみられるものである。

I層―耕作土。黒褐色の腐植土で、現在は水田・畑地 として営まれている。

Ⅱ層―黄色土層 (ロ ーム層 )。 粘性 。しまりが強く、この層直上で遺構が確認された。

2区基 本層序模 式図

-16-
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第 7図  2区 全体図  (数字のみは土紘番号 )





第Ⅳ章 遺構・遺物

第 1節

1.住居址

1号住居址

縄文時代
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出土遺物実測図



遺構 (第 8図)本 遺跡で検出された唯一の縄文時代の住居址で、 1区北部 」-3・ 4、 K

-2～ 4、 L-3・ 4グ リッドに位置する。住居址は、水田面より20cmの 所で床面が確認され、

壁は既になく、プラン確認に難行 した。本址の発見された 1区の北部は、かつてここ一帯に開

田工事が行われた際に、土盤を大きく削平 した箇所であり、住居址はその時に破壊を受けたも

のと考えられる。住居址の正確な規模・形状は不明であるものの、硬い床や柱穴が残ってお り、

その範囲よりおよそ直径4.4mの 円形を呈する形状の住居址 と推測することができる。柱穴は、

Pl(52× 52× 34cm)、 P2(43× 38× 35cm)、 P3(34× 32× 38cm)、 P4(38× 36× 35cm)、 P5(37×

34× 51cm)の 5本が検出し、ほぼ 2mの等間隔で 5角形を呈し、配置されている。

炉は住居址のほぼ中央部に位置する埋甕炉である。埋甕は、口縁部 と胴下半部を欠いてお り、

44× 40cmの 深さ18cmの小穴に納められ、内部には灰 と炭化物を多く含む褐色土が詰まっていた。

また、隣接する小穴 (P6)か らは、炭化物を著 しく含む黒褐色土を検出し、埋甕炉 との何 らか

の関連性を伺わせている。

尚、床面は平坦で全域が硬 く敲きじめられてお り、焼土や炭化物の散布が認められ、特にP

l集辺部にその状況が残つている。

遺物 (第 8図)本 址からの出土遺物は縄文土器だけで、石器やその他の遺物はみ られなかっ

た。1は、埋甕炉 として用いられた深鉢型土器で、口縁部 と胴下半部を欠くものの、キャリパー

型を呈するものと思われる。文様は、半裁竹管状工具による沈線文で、口縁部から頸部にかけ

て縦位に、頸部には爪形隆帯文を、胴上位には連続する孤状懸垂文 とい う文様構成である。 2

は、 P2よ り出土した深鉢の底部である。 3は、外面に煤の付着が著 しい浅鉢の底部である。

2:土 鉱

遺構 (第 9～ 13図 ) 住居址 と掘立建物址以外小穴llLを すべて一括 して、土拡 と称すること

とした。土拡はすべて 2区から検出されたものであり、合計116基 を数えた。そしてその中で、

96・ 97・ 99・ 100・ 102・ 114号の 6基は、1号掘立建物址の柱穴であるため、欠番 とするもので

ある。また、116号土拡は中世土拡墓であり、その詳細については改めて後述することにする。

その他の109基 の土拡は、埋蔵する遺物などから、縄文時代中期初頭の時期に属する土拡群 とし

て捕えることができよう。土拡の多くは、2区の南側、段丘の突端部に近い所に集中してお り、

北に向うに従いその数はまばらに分布 していく (第 6図 )。 このような分布状況を概観 して、幾

つかの土鉱集合体に分類できるのではないかと考えられたが、本調査だけの状況から考えて、

そのような分布をしているとは把握することはできなかった。

土拡の規模は、形状によってさまざまであるが、長径が最小のもので66cm、 最大のものは372cm

もあり、平均すると127cmで ある。深さは、平均 して40cmで ある。

土拡の形状は、平面で円形 (7・ 9・ 15号など)ないし楕円形 (42・ 57072号 など)を呈す



るものがほとんどであり、その他不整楕円形 (79号など)を呈するものも幾つかみられる。底

面形は、平面形に準じるものがほとんどで、断面形は、土拡の掘 り込み状況によつて異なる。

9。 15・ 42号などは、確認面から底面にかけて緩やかな傾斜を持って掘 り込まれるもので、断

面形は逆台形ないし半円形を呈し、比較的深さの浅いものが多い。19028・ 61号などは、確認

面から底面へほぼ垂直に掘 り込まれ、断面形が方形ないし長方形を呈するもので、比較的深さ

の深いものが多い。また、65・ 66・ 71号などは、掘 り込みが垂直とい うよりもやや袋状に掘 り

込まれるため、断面形が台形ない しフラスコ形を呈 し、平面積よりも底面積が大きく、深さは

深いものが多い。

土鉱の内部構造 としては、単に掘 り込みだけのものが主であるが、中には特種な特徴を有す

るものもみ られる。 9・ 11・ 14・ 16号などは、土拡の底面に数個の小穴を設けるものであり、

17号 のように底面中央部に 1坑有するものもみられる。41・ 56号は、内部に拳大から人頭大の

転石を混入するもので、覆土の中位から底面にかけて転石が出土する。その目的については不

明であるが、人為的作用よる転石の混入 と考えられる。また、土鉱の内部より土器や石器など

の遺物を出土するものが多く、中には28087号 のように、 1個体の土器がまとまって底面直上

に出土するものや、15号 より出土 した深鉢 (12)の ように、底面直上に口縁部を下にして土器

を伏せた状態で出土するものもみられた。更に、 7・ 42・ 66号のように、数個体の土器を出土

するものもあり、特に66号は、 6個体 もの土器を出土してお り、壁際より出土した 3個体の内

2は 3の 中に収納 された状態で出土している。これ らのまとまった土器は、埋設を意識 してい

るものと考えられる。

尚、各土拡の詳細については付表に記 してある。

0             1m
l l l l

Ａ
一

第 9図  土拡実測図 1
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遺物

土器 (第 14～ 18図) 土拡内より出土する土器においては、そのほとんどが器形の判別不可

能な細片であり、完形もしくは復元可能なものが少なく、特定の土拡に限られて出土するよう

である。出土した土器は、その独特な施文方法からの文様構成により、縄文時代中期初頭の時

期に位置づけられる梨久保式の特徴を著 しく見せるものである。器種は、キャリパー型 と同筒

型を呈する深鉢がその主流をしめ、数量は少ないが浅鉢や ミニチュア土器の出土も認められる。

文様については、半裁竹管状工具による沈線文をその基本 としてお り、沈線文による幾何学的

な文様構成を行 うものと、縄文を地文 として沈線文とのコンビネーションによるものとに大別

することができるが、両者の間には縄文が施文されるかされないかの違いはあるものの、基本

-27-



的に形状や施文パターンにおいて大きな差異は認められない。

キャリパー型を呈するものは、 1、 23、 81に みられるように口縁部は内湾 して立ち上がり、

頸部は 「く」の字状に屈曲して胴部はふくらみを持つものと、60、 80の ように口縁部は内湾す

るものの頸部は屈曲せず月同部はまっすぐ外開して立ち上がるものとがある。まず前者において

みてみると、国縁部はゆるやかな波状口縁、もしくは小突起を有 し、口唇部には爪型文か刻み

目を、頸部にかけては縦位の平行沈線 と爪型貼付文、頸部には爪型隆帯文、胴上位にはコの字

もしくはY宇、孤状懸垂文による文様構成を行 うもの (1、 2、 4、 7、 8、 24、 29、 40、 41、

47、 48、 55、 57、 78、 81)が特に多くみられ、胴部には 1、 4の ように縄文を施すものと47、

81の ようにそ うでないものがある。また、口縁部から縄文を地文 として多用 し、縦線文 (26、

45)、 横線文や刺突を施すもの (6、 32、 49、 54、 65、 75、 77、 82)も み られる。24は、ゅるや

かにふ くらむ月同部のみの大型品で、孤状懸垂文と粗雑な格子 目文による構成で、大粒の結節縄

文が地文 として施 されるが、垂下する結節のみが認められる。31は 、口縁部に横位沈線文区画

による縦位平行沈線が施 される小型品で、他は施文されない。19、 20、 23は、爪型隆帯文を多

用するもので、特に23は 4単位を呈する波状国縁に円形爪型貼付文を、胴部には懸垂する貼付

文により文様帯を 4区分 し、U宇、孤状、横位による 2つのパターンからなる幾何学的文様構

成を行 うものである。次に後者であるが、60は 4単位からなる波状口縁に棒状貼付文と橋状貼

付文がみられ、器面は結節RL縄文が施 される。それ とほぼ同類のものとして、79は同じく結

節RL縄文が施 される大型品である。80は 60と 同じく4単位からなる波状口縁 と棒状貼付文を

有 し全面に縄文が施 されるものの、押 し引き文や爪型文の他に、胴部にみられる懸垂、U字、

L字、菱形などの組み合わせによる文様構成が行われる。更に60は、底部がやや張 り出し八の

字状に立ち上がるもので、71も 同じ立ち上が りを見せる。

同筒型を呈するものとしては、12、 15、 62、 64が 上げられ数量は少ない。12はやや反 りぎみ

に外開する口縁部を有する形状で、文様は横位 とY字状懸垂文による沈線文構成であるものの、

他の土器の施文方法と比べてかな り粗雑であり、形もややゆがんでいる。15は 、器形、文様構

成で12と 類似するものの縄文を地文としている。62は、ほぼまっす ぐに外開する形状の小型品

で、全面にRL縄文が施 される。64は、地文にLR縄文を施 し、口唇部には刻み目を有 し、一

定間隔に横走する沈線に刺突が連続する。

浅鉢をみてみると、明らかに浅鉢 とされるのは37の 1点 のみで、底径が広 くやや反 りぎみに

外開する。比較的安定性のある形態をする小型のものである。文様は、W字、菱形文が交互に

描かれ、そして口縁部、体部下半部やW字、菱形文、内部に、格子 日、横位、縦位の細線文に

よる施文が行われる。また42は、唯一出土 しているミニチュア土器である。上部は欠損 してい

るため形状は不明であるが、横位、縦位の沈線文による構成が行われる。

-28-
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石器 (第 19・ 20)

土拡より出土 した石器の総数は比較的少なく、また器種も打製石斧・磨製石斧・磨石だけで

あり、黒耀石の剥片は多数出土したものの、製品と思われるものは 1点 の出土もみ られなかっ

た。石器は各器種ごとに分析 し、その特徴について後述するものである。

打製石斧 (1～ 6) 出土 した 6点の打製石斧は、すべて短冊形に属する。 1は、表面に自

然面を残 し、刃部から表面にかけて磨耗が認められる。 2は、倶1縁部に細かな調整が行われな

いものの、頂部・基部 とも刃部 としての使用痕がみられる。 3は、使用度が激 しいためか、刃

部が後退する。 4は、板状のまJ片 を素材 とし頂部 と上部側縁部は未調整であるものの、刃部は

使用痕が残る。 5も板状の剥片を素材 とし、丁寧な調整が行われて薄 く、刃部は直刃に近い。

6は、刃部が剣先状にな り、側縁部にかけて著 しく磨耗 してお り、使用度の激 しさを思わせる。

石質は、録泥岩・粘板岩・砂岩である。

61

-    5

第19図  土坑出土石器実測図 1

l Ocmm
4
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第20図  土拡出土石器実測図 2

磨製石斧 (7・ 8)出 土した 2点の磨製石斧は、いずれ も乳棒状磨製石斧に属するもので、

2点 とも中央より上部を欠損 している。7は、使い込みが激 しく、著 しく刃部の剥離がみ られ、

側縁部は着柄痕 と考えられる打痕が認められる。 8は、鋭い刃部を作出するもので側縁部は面

取 りし、また着柄痕 と思われる打痕が認められる。石質は、砂岩である。

磨石 (9～ 11) 9は、断面三角形の石材の各面に磨痕を有するが、大部分を欠損する。10

は、断面楕円形の石材の表裏面に著 しい磨痕を残す。11は、円柱状の石材を用い、磨面は面取

りがなされる。石質は、安山岩・花聞岩 。砂岩である。
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3.集石

1号集石

遺構 (第21図) 1区 の西部、Q-12、 R-12グ リッドに位置する。平面は95× 85cmの 円形

をなし、深さは36cmで 断面は二段構造で底面に達する。摺 り鉢状を呈する。上面から内部にか

けて、拳大の石が多数混入 してお り、石のほとんどが赤色化 したり、半割 していたりするもの

で、明らかに焼けた状態を示 している。内部の覆土は 3層 からな り、 I層 は茶褐色土層で石は

すべてこの層中に含まれる。Ⅱ層は炭化物を含む黒褐色土層、Ⅲ層は炭化物をまばらに含む暗

茶褐色土層である。また、覆土中に焼土の混入は認められなかった。

このような状況から、本集石はいわゆる集石炉 と判断されるものである。尚、集石中より遺

物の出土は認められなかった。

2号集石

遺構 (第 21図) 1区 の西部、Q-12・ 13グ リッドに位置 し、 1号集石に隣接する。本集石

2号集石

0             1m
l l l~|~| |

1・ 2集 石実測 図
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は、拳大から人頭大の石が地山 (1区基本層序第V層 )

直上に、無造作に散 らばった状態で検出された。石は、

約30%の ものが 1号集石中より出土 した石 と同様に、

赤色化 した焼けた状況を示 している。

遺物 (第 22図)集 石間からは、縄文土器 と土師器

が混在 して出土 してお り、また打製石斧 (1)や黒曜

石片の出土がみられる。

1は、側縁部に大きく扶 りをいれる分銅型の打製石

斧で、砂岩製である。

4.遺 構外出土遺物

土器 (第 23図) グリッド及び 1号住以外の住居址

覆土に含まれていたものを一括したものである。

日縁部形態よリキャリパー型を呈するものが多く、

0                       1 ocm

第22図 2号集石出土石器実測図

波状口縁を呈するもの (7～ 11)と 素 口縁のもの (3～ 6・ 12・ 17)力 認`められる。前者をみ

ると、 7と 10は縄文を地文としてお り、特に10は 口唇部に刻み目を有 し、三角沈線 と連続刺突

文が施 される。 8と 9は波状口縁の頂部にやや大きな刻みが入るもので、 9は縦位に棒状工具

らよる押 し引き文が施された後、内部に連続する刺突がみ られる。11は 爪形文を多用する。後

者は、全て口唇部に爪形文を用いてお り、 4・ 6・ 12は 瓦状押 し引き文を、 3は縦位平行沈線

文を、 5は縦・横位沈線文による組み合わせによるものである。特に 1は 、本調査で出土 した

一番の大型品で、 4号住床下より石核 (第 25図 10・ 11)を伴って出土 したものである。地文と

して結節RL縄文を施 し、爪形文・方形沈線区画の渦巻き文・U字文 。そ して頸部から連続す

る孤状懸垂文による文様構成が行われる。

胴部文様帯についてみてみると、孤状・Y字懸垂文 (14015)、 V字文 (16)や U字文区画の

横位沈線文 (18)、 沈状文 ?(19)、 連続U字文 (20)、 Y字文 (21)、 孤状懸垂文 (22)な どの

沈線文が多くみ られる。また縄文も、器面を埋めるもの (23・ 25)や無文部を有するもの (24)

もみられる。尚13は 、連続する押 し引き刺突文である。

石器 (第 24025)

石鏃 (1・ 2) 1は 、基部に快 りが入る鍬型鏃である。 2は、基部の両端を鋭 く作出する

凹基無茎鏃であり、先端に鋭 さはみ られない。石質はともに黒曜石である。

石匙 (3) 3は 横型で直刃を有するもので、刃先が欠損するものである。石質はチャー ト

である。

打製石斧 (4～ 7) 4・ 5は短冊形に、 6・ 7は撥形に属する。4は、あまい丁寧な成形
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はなされないが、刃部の摩滅はみ られる。 5は、使い込みが激 しいためか、

けて大きく剥離 している。 6は、側縁部に丁寧な調整を加えている。 7は、

出し、刃部は直刃を呈する。石質は、砂岩・泥岩である。

磨製石斧 (8) 8は 、乳棒状磨製石斧で、使用度が激 しく刃先は後退し、

石質は、緑泥岩である。

刃部から裏面にか

丁寧な調整で作 り

斜刃状を呈する。
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第24図  遺構外出土石器実測図 1
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0                 1 0cm

l l l l

第25図  遺構外出土石器実測図 2

磨石 (9) 9は 、断面楕円形の石材を丁寧に面取 りして磨面を作 り出し、台形状に変形さ

せる。また表面の中央部に、 2ヶ 所の凹痕を有する。石質は、安山岩である。

石核 (10011) 10・ 11は、 4号住床下より出土した23-1の 上器 と共出するもので、強い

打撃によつて大きく争Jぎ取 りが行われている。石質は、砂岩である。

石皿 (12) なだらかに凹む石皿の残欠で、楕円形を呈するものと思われる。裏面には凹痕

がみ られ、火を受けて赤色化する。石質は、花商岩である。
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第 2節 古墳時代末～奈良時代

1) 住居址

2号住居址

遺構 (第 26図) 1区 の東側、D-10～ 12、 E-9～ 12、 G-9～ 12グ リッドに位置する。

東西6.7m、 南北5.8mの規模を測 り、ほぼ方形を呈する。主軸はN-81° ―Wを示 し、壁高は北

壁 14cm、 南壁13.5cmで 、床面は硬 く良好である6主柱穴は、Pl(40× 34× 40cm)、 P2(42× 36×

34.5cm)、 P3(38X30× 34cm)、 P4(44× 34× 36cm)の 4穴方形配列で、円形プランである。本

住居址の覆土は、粘性の強い黒褐色土層の 1層のみであつた。

カマ ド (第27図 )は西壁の中央に位置 し、石材を4層からの粘土 (1-茶褐色粘土、 2=黄

一

ｒ
一

Ｂ
一

第26図  2号 住居址実測図

o            2m
l l l l l¬
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褐色粘土、 3-焼土混 りの黄褐色粘土、 4-黄

褐色粘土)で被覆 して袖を構築 している、石芯

粘土カマ ドである。内部の覆土は 6層 からな り

I層 は茶褐色土層、Ⅱ層は焼土をまばらに含む

黄褐色土層、Ⅲ層は焼土を多く含む茶褐色土層

Ⅳ層は赤褐色の焼土層、V層 は茶褐色土層、Ⅵ

層はしまりが強い茶褐色土層である。また、カ

マ ドの前方部床面に焼土の散 らば りがあり、 3

個体の土師器の甕の破片がまとまっていた。

遺物 (第 28図)土 師器は甕 (1～ 3)、 不(4・

5)が出土 してお り、出土量は多く須恵器 も出

土 しているものの、図化 しうるものは少なかっ

0             1m
l l l l可 ¬

第27図  2号 住居址 カマ ド実測図

|∞

た。 1～ 3の甕は、口縁部が短 く外反 し、頸部はゆるやかに屈曲して胴部は球状にふくらむ形

状で共通性を持つ。 4・ 5の杯は、丸底を呈する形状で、内外共ヘラミガキが施 され、底部は

ヘラケズ リされる。また内面は、黒色処理が施される。須恵器では図化できなかったが、蓋受

けを有する不の蓋の破片が出土 している。

0 10cm

tT-[ -r--T-l

第28図  2号 住居址出土遺物実測図

S′吉ミニ
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3号住居址

遺構 (第 29図) 1区 の南側、 」-15。

に位置する。主軸は、N-85° 一Wを示 し、

壁高は、西壁が30cmで東壁が15cmを測 り、

16、 K-14～ 17、 L-14～ 17、 M-14～ 17グ リッド

東西6.4m、 南北6.2mを測 り、隅丸方形を呈する。

地形的に西側から東側へと傾斜をしているため、壁

一

0           2m
l l l l l l

第29図  3号 住居址実測図
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高の差が認め られ る。主柱穴は、

Pl(35× 32× 26cm)、  P2(38×

32× 26cm)、 P3(33× 29× 35cm)、

P4(38× 37× 26cm)の 4本方形

配列で、プランは円形を呈する。

覆土は 2層 からな り、 I層は小

礫をまばらに含む暗茶褐色土層、

Ⅱ層は茶褐色土層で、しまりは

ややみ られる。

カマ ドは、西壁の中央部に位

置する、石芯粘土カマ ドであり、

既に、半壊状態にある。芯石は、

柱状 というよりも平石に近い石

材を用いてお り、壁際から各袖

に 2個づつ立てられ、それを 5

層からなる土や粘土 (1-ロ ー

ム、 2-ロ ーム粒子や小礫を含 第30図  3号 住居址 カマ ド実測図

む茶褐色土層、3-暗茶褐色粘土層、4-茶褐色粘土層、5-黄褐色粘土層)で被覆 している。

また覆土は、 I層 が小礫を含む茶褐色土層、Ⅱ層が焼土を多く含む茶褐色土層、Ⅲ層が焼土を

含まない茶褐色土層、Ⅳ層が小礫を多く含む暗茶褐色礫土層である。

尚、床は全体的に軟弱であるが、カマ ド集辺部は硬 く敲きじめられてお り、焼土の散 らば り

が認められる。

遺物 (第 31図) 土師器は甕 (1～ 3)と鉢 (4)、 須恵器は蓋 (5)と 杯 (6～ 9)、 灰釉

陶器の碗の出土がみ られ、床面よりの出土は少なく、覆土中からの出土がほとんどである。 1

の甕は、短 く外反する口縁部からほぼ 「く」の字に頸部が屈曲し、ふくらまず、まっす ぐ底部

に移行する長胴甕で、外面はヘラナデが施 され、その痕跡が認められる。 2の甕も 1と 同じく

長胴甕であり、内面にヘラナデが施 されその当て具痕が残る64の鉢は、内湾 して立ち上がる

形状をし、内外面共丁寧なヘラミガキが施 され、特に内面は黒色処理がなされている。 5は、

宝珠形のつまみ部を有する須恵器の蓋である。 6～ 8は、高台付の17Nで 、底部回転ヘラ切 りの

後、台部を取 り付けたものである。10は 、灰釉陶器の碗で、混入品である。尚、図化 した須恵

器は、胎土・焼成・色調などの特徴から、美濃須恵器窯製品と考えられる。
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4号住居址

遺構 (第 32図) 1区 の南西部、P-15～ 17、 Q-15～ 17、 R-15～ 17グ リッドに位置 し、

住居址の西側は 7号住居址に切 られる。N-73° ―Wに主軸を示 し、南北4.7m、 東西は推定5.2

mを測 り、隅丸方形を呈する。壁高は、上部が撹乱されているためか、プランがはっきりとせ

ず、確認できた時点で南壁 15cm、 北壁 5 cmで あった。主柱穴は、Pl(39× 32× 30cm)、 P2(44?×

39?× 33cm)、 P3(39× 31× 30)、 P4(40× 35× 33.5cm)の 4方方形配列で円形を呈する。覆土

は 2層 に分層され、 I層 は小礫を多く含む暗茶褐色土層、Ⅱ層は土器片を多く含む茶褐色土層

第32図  4号 住居址実測図

Ｂ
一

0            2m
l l l l
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第33図  4号 住居址出土遺物実測図
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であり、共にしまりは強い。

カマ ドは、他の住居址 と同じく西壁に中央部にあり、 7号住の構築時に破壊 してしまったも

のと考えていたが、 7号住の調査時にカマ ドの推定位置と思われるところから、その痕跡を残

すものは何 も検出されなかった。 しかし、本址の南東コーナーの床面上に焼土痕 (ス クリーン

トーン表示)が確認することができ、ここがカマ ドであるという可能性 も考えられるが、他に

カマ ドと決定づける根拠は何もない。

遺物 (第 33図) 土師器は甕 (1～ 6)と lTN(7)が、須恵器は不 (8)と 蓋 (9～ 11)と

す り鉢 (12)力 あ`り、図化できなかったが須恵器の大型甕も出土している。小型の住居址 とし

ては出土量は多く、特に焼土痕集辺に集中して散乱 していたものの、図化できない細片がほと

んどであった。

lは、日縁部が短 く水平ぎみに開く長胴甕で、外面ヘラナデがなされる。 2と 3も 、口縁部

が短 く外反 し、胴部は張らない長胴甕である。 4は、小型甕である。 5と 6は、底部に木葉痕

が残る長胴甕である。 7は 、内外共ナデ調整がなされる。非 ロクロ整形の土師器のlfNで ある。

8は、ロクロ整形による須恵器のlfNで 、底部は手持ちヘラキリによるものである。 9の蓋は、

宝珠形のつまみ部を有 し、裾部にかえりはみ られない。10・ 11の蓋は、つまみ部は欠損 して不

明であるが、裾部にかえりはなく、特に11は屈曲をみせる。12は須恵器のす り鉢で、体部は逆

「ハ」の字状に立ち上がり、底部は張 り出して安定性を有する。また底部は、回転ヘラキリ後

棒状工具で不規則に穿孔がなされる。

尚、 9～ 11の須恵器の蓋は、美濃須恵器窯製品と考えられる。

5号住居址

遺構 (第34図) 1区 の北西部、R-7～ 10、 S-7～ 10、 T-7～ 10、 U-7～ 10グ リッ

ドに位置する。東西5.6m、 南北5。 9mを測 り、隅丸方形を呈する。主軸方向は、N-85° ―Wを

示 し、壁高は北壁28.5cm、 南壁31cmで ある。主柱穴は、Pl(35× 34× 22cm)、 P2(32× 32× 13cm)、

P3(40× 35× 20cm)、 P4(40× 34× 22cm)の 4本方形配列で、円形プランである。覆土は 4層

からなり、 I層は大小の礫を含む暗茶褐色土層、Ⅱ層は小礫を多く含む茶褐色土層、Ⅲ層は焼

土を多く含む赤褐色土層、Ⅳ層は焼土をまば らに含む茶褐色土層であり、Ⅲ・Ⅳ層はカマ ド(1

号)覆土である。

本住居llLに おいては、西壁の中央部 と北東 コーナーにカマ ドが 2基確認され、前者を 1号カ

マ ド、後者を 2号カマ ドと呼称することとした。 1号カマ ドは、西壁中央部をややえぐり煙道

を築いているものの、内部は既に破壊状態であり、石材は取 り除かれて袖の痕跡 もなかった。

しかし、内部やその集辺部からは焼土の検出が著しく、使用度の激しさを物語つている。2号

カマ ドは、遺存状態のよい石芯粘土カマ ドである。左右の袖には 5つの柱状の石材を立て、黄
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第35図  5号住居址 2号 カマ ド実測図

o            2m

第34図  5号 住居址実測図

褐色粘土 (1層 )で被覆 され、しつか りとして

いる。煙道にみられる天丼石は、やや落ち込ん

でいるものの、ほぼ原形をとどめている。火焼

部は床面よりやや窪んでお り、そのほぼ中央部

から、甕を支えていた脚石が検出している。カ

マ ド内の覆土は 2層 からなり、 I層 は焼土をま

ばらに含む茶褐色土層、Ⅱ層は赤褐色の焼土層

であり、Ⅱ層上面からは3個体もの甕の破片が

まとまって出土している。

尚、床面は全体的に硬くしまつているが、特

に両カマドの集辺部は硬く敲きじめられている。

-49-
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第36図  5号 住居址 出土遺物実測図 1
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第37図  5号 住居址出土遺物実測図 2

遺物 (第 36・ 37図 )、 土師器は甕 (1～ 10)、 鉢 (11)、 高不 (12)がみ られ、須恵器は不 (13)

が出土 している。比較的出土量は多く、特に土師器甕の出土が日立っている。

1～ 4、 7は、口縁部が短 く外反 し胴部はふくらまずほぼまっす ぐ底部へ下る長胴甕である。

内外面共にヘラナデによる器面調整がなされ、 2・ 3・ 7は外面は縦方向に、内面は横方向に

当て具痕が残る。一方 5・ 6は、口縁部は短 く外反するものの、胴部は球状にふ くらむ形状を

する甕である。調整も、基本的にはヘラナデではあるが、 5は外面に、 6は内面にそれぞれヘ

ラミガキを施すものである。尚、 1・ 2・ 5は、 2号カマ ド内よリー括出土したものである。

8は 、日唇部は面取 りがなされ、頸部は「く」の字状に屈曲する。内外面ハケ調整の甕である。

同一個体の破片が 7号住からも出土している。

また、 9～ 13の 土師器 。須恵器は、 P2に隣接する祭杷施設 ?か ら出土した一括遺物である。

施設は、床面直上に 5個の転石を用いて 「コ」の字型に囲み、遺物はその中に収められた状態

で出土 している。特に13の lTNは 10の 小型甕の中に、また12の 高不と11の鉢は 9の甕の底部の中

に、それぞれ収納する状況を示 していた。10は、胴部が球状にふくらむ小型甕で、11は、内湾

して立ち上がる小型の鉢で、共に二次焼成を受け外面がはげ落ちている。12は、柱状部は短 く

「ハ」の字に開く脚部を有する高不の脚部である。13は 、底部回転ヘラキリによる須恵器の不

である。



6号住居址

遺構 (第 38図) 1区 の西部、 S-11～ 14、 T-10～ 14グ リッドに位置 し、住居址の西倶Jが

調査区に埋没するため、東側の50%の調査であった。主軸方向はN-71° ―Wを示 し、南北ライ

ン6.4mを 一辺 とする。隅丸方形を呈する形状と思われる。壁高は、北壁 16.5cm◆ 南壁18cmを測

るものの、北壁の一部は撹乱されプランははっきりと確認できなかった。主柱穴は、Pl(42×

36× 35cm)・ P2(41× 36× 31cm)の 2個の柱穴を検出したものの、他の住居址 と同様に、4本

方形配列を呈するものと考えられ、また柱穴の形状は、円形を呈 している。覆土は 5層 に分層

され、 I層は暗茶褐色土層、Ⅱ層は土器片等の遺物や小礫をまばらに含む暗茶褐色土層、Ⅲ層

o            2m
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第38図  6号 住居址実測図

は礫を含まない黒褐色土層、Ⅳ層は小礫
2

や炭化物をまばらに含む黄褐色土層、V

層は黄褐色土層である。尚、特にⅣ・V

層のしまりが他層より強かつたことを付

け加えておく。
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第39図  6号 住居址出土遺物実測図



一方、床は全体的に軟弱であるが、硬い床を作 り出していた粘土のブロックが、床面上にま

ばらに確認された。またカマ ドは、調査範囲内からは検出しておらず、他の住居址 と同様に西

壁の中央部に存在すると思われたが、その詳細については不明である。

遺物 (第 39図)土 師器の甕 (1)、 須恵器の蓋 (2)の 出土がみ られる。全体的に出土量は

多かったものの、図化不能の細片ばか りであった。

1は、外面ハケロが残る小型甕の底部であり、胎土・焼成は他の甕 と異つてお り、13号住居

址出土の 6の小型甕 と共通性がある。 2は、裾部のかえりがなく屈曲する須恵器の蓋で、美濃

須恵器窯製品と思われる。他に図化できなかったものの、柱状部が長い脚部を有する土師器の

高lfNが 出上している。
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7号住居址

遺構 (第 40図 ) 1区 の南西部、R-15～

19、 S-15～ 19、 T-15～ 19グ リッ ドに位置  卜可
~丁

可
~丁

洲

Cm

し、 4号住居llLを 切っている。また本址も6 第41図  7号 住居址出土遺物実測図

号住居同様に、住居址の西側が調査区外に埋没 しているため、70%の 調査であった。規模は、

南北7.5mを一辺とする隅丸方形を呈する大型住居址で、全体的に床は硬 くしつか りとしていた。

壁高は、北壁44cm、 南壁41cmを測る。主柱穴は 4本方形配列を呈すると考えられるが、Pl(44×

42?× 20cm)・ P2(52× 44× 30cm)・ P3(44× 40× 23cm)の 3個 が検出してお り、形状は円形

をなし、他の住居址よりもやや大きい。覆土は 2層 からなり、 I層 は小礫をまばらに含む茶褐

色土層、 2層 は拳大の礫をまばらに含む暗茶褐色土層である。

遺物 (第 41図)土師器は不 (1)の他、図化できなかったものの甕・高不が出土している。

須恵器 も不 (2)の他、長頸壺が出土している。また、大型住居址にしては遺物出土量は少な

かった。

1の土師器のjrNは 、底部木葉底で内面黒色処理を施 している。 2の須恵器のlrNは 、底部手持

ちヘラキリがなされている。

8号住居址

遺構 (第 42図) 2区 の北部、A-10～ 13、 B-10～ 13、 C-10～ 12グ リッドに位置する。

住居址の東側は、調査区外に埋蔵 しているため、約80%の調査であった。規模は一辺6.2mを測

り、隅丸方形を呈する形状である。壁高は、北壁で37cm、 南壁で50cmを測 り、N-59° ―Wに主

軸を示す。主柱穴は、 4本方形配列で Pl(40× 20× 35cm)、 P2(42× 20× 45cm)、 P3(計測不

能)の 3個が検出し、形状は平面 。底面共楕円形を呈 してお り、半載 した木材を柱に使用 した

のではと推測 される。住居址の/fm土は 3層 からなり、 I層はしまりの弱い茶褐色土層、立層は

しまりが強くロームを含む暗茶褐色土層、Ⅲ層はロームを多く含む黄褐色土層である。

カマ ドは、石芯粘土カマ ドで西壁の中央部に位置する。しかし、カマ ドを構成 している袖は

既に破壊されてお り、石材 もまったく検出されず、ただカマ ドの火焼部 (焼土)が残存 してい

るだけであった。

また、カマ ドの両脇には P3° P4の小穴が認められ、壁際には周溝がめぐらされている。周溝

は、北コーナーからカマ ドにかけてやや幅が広めで深 くなってお り、内部よりまとまって土器

片が出土している。これは単に周溝の一部 として捕 らえるのではなく、いわゆる貯蔵穴的な性

格を持つ施設ではないかと推測する。床面は、ほぼ全域が堅 く敲きじめられてお り、特にカマ

ド周辺部はそれが著 しくみられる。

遺物 (第 43図) 土器器では甕 (1～ 4)、 須恵器は大甕 (5)と 17N(607)な どの遺物の

出土がみられた。遺物は覆土中からの出土が多く、またカマ ド周辺部からの出土が日立っていた。
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第42図  8号住居址実測図

1の甕は、短く外反する周縁部がヨコナデの後、口唇部から頸部にかけて縦方向に一定間隔
を持って、ヘラミガキが施されるもので、12号住・14号住からもこれと同じ調整方法 (?)の
特徴を持つ甕が出上している。 2は、頸部が「く」の字状に屈曲し口縁部が短く外反するもの

で、胴部は球状に大きくふくらみをみせる。 5は、球状に大きくふくらむ須恵器の大甕で、ヵ
マ ドの前方部よりまとまって出土してぃるものの、これのみで他からは同一個体の破片はみら

れなかった。6と 7は、共に下半部でくびれて底部に移行する形状のもにで、特に 7は焼成不

良で赤褐色を呈する。
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第43図  8号住居址出土遺物実測図

9号住居址

遺構 (第44図) 2区 の北部、B-15～ 17、 C-15～ 18、 D-15～ 17、 E-16・ 17グ リッド

に位置する。南北6.2m× 東西5.3mの規模で、隅丸方形を呈する形状である。主軸は、N-62°

―Wを示 し、壁高は、北壁で34昴・南壁で36cmを測 り平均 している。主柱穴は、Pl(40× 22×
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第44図  9号 住居址実測図・カマ ド実測図



42cm)・ P2(38× 22× 36cm)・ P3(50× 38× 34cm)・ P4(38× 24× 39cm)の 4本方形配列で、

8号住 と同様に楕円形を呈する形状である。覆土は 4層 からな り、 I層 は小礫をまばらに含む

黄褐色土層、Ⅱ層は黒褐色土層、Ⅲ層は茶褐色土層、Ⅳ層はローム粒子を多く含む黄褐色土層

であり、全体的にしまりは弱い。

カマ ドは、西壁中央部に位置する石芯粘土カマ ド、比較的遺存状態のよいものであった。右

袖に 3個、左袖には 2個の円柱状の石材を床面に立て、黄色粘土 (1層 )で被覆 し、断面が「ハ」

の字状に袖を構築 している。火焼部は、床面よりやや窪んでお り、ほぼ中央部に支脚が立って

0                 10cm
l l l l l l

第45図  9号 住居址出土遺物実測図
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いたと思われる小穴が認められた。また、カマ ドの/fr土 は 4層 に分層され、 I層は焼土と灰を

まばらに含む黄褐色土層、Ⅱ層は焼土と灰の他に炭化物をまばらに含む暗茶褐色土層、Ⅲ層は

焼土を多く含む赤褐色土層、Ⅳ層は焼土とローム粒子を含む茶褐色土層であり、全体的にしま

りが弱いものであった。

一方、柱穴以外に 8個の個穴 (P5～ P12)を検出したが、深さは浅 く規則的な配列は感 じら

れない。その中でもP llは 、東壁下中央部に位置 し、深さ31cmを測るもので、入口施設に何らか

の関係を持つ小穴の可能性が考えられる。また、壁際には周溝がめぐらされ、カマ ドの両脇に

は土器を多産する貯蔵穴的な性格を持つものと思われる土坑がみられ、更に床面は全体的に堅

く敲きじめられている。尚、南側 コーナーには、床面より13cmほ どロームをマウン ド状に盛 り

上げた上に、13個 の小礫をのせた集石状の施設を検出したが、用途などの性格は不明である。

遺物 (第 45図)土 師器は甕 (1～ 4)と 不 (5)、 須恵器は高不 (6)と 横貧 (7)が出土

している。出土量は多く、特にカマ ド両脇の土坑内からの出土が目立っている。

1の甕は、口縁部が短 く外反 し胴部が球状にふくらむ大型のもので、外面は丁寧はヘラミガ

キが施 されてお り、 4の小型甕にも共通性がみられる。 3は、短 く外反する国縁部の端部が上

へつまみ上げられた形状をする小型甕で、内外面共ハケ調整が施される。また、他の上師器と

は異なったよく精選された灰色の胎土で堅く焼きじめられてお り、搬入土器の可能性が考えら

れる。 5は、手捏製によるものである。 6の高不は、焼成不良のため黄褐色を呈 している。 7

は、横貧の胴部 と考えられるもので、これのみでの全体の形状は不明である。

10号住居址

遺構 (第 46図) 2区 の北部・A-22～ 24・ B-22～ 24・ C-22～ 24グ リッドに位置する。

南北5.Om× 東西5.2mの 規模を持ち、隅丸方形を呈 し、N-79° 一Wに主軸を示す。壁高は、北

壁41cm、 南壁40cmを測 り平均 している。主柱穴は、Pl(62× 50× 42cm)。 P2(76× 52× 34.5cm)・

P3(76× 64× 44cm)・ P4(56× 36× 38.5cm)の 4本方形配列で、ほぼ円形を呈する。覆土は 7

層に分層され、 I層 はローム粒子をまばらに含む黒褐色土層、Ⅱ層はローム粒子をまば らに含

む茶褐色土層、Ⅲ層は明茶褐色土層、Ⅳ層は小礫をまばらに含む暗茶褐色土層、V層 はローム

粒子をまばらに含む暗茶褐色土層である。また、Ⅵ oⅦ層はカマ ド覆土であり、Ⅵ層はローム

粒子 と焼土を多量に含む茶褐色土層、Ⅶ層は赤褐色の焼土層である。

カマ ドは、西壁のほぼ中央部に位置する石芯粘土カマ ドである。しかし、遺存状態は悪くカ

マ ドの両袖は壁際から若干 ロームが突出しているだけで、円柱状の石材は既に取 り除かれた半

壊状態にあつた。また、火焼部は、床面よりも10cm窪 んでお り、その中は赤褐色をした焼土層

(Ⅶ層)が あり、使用度がかな り激 しかつたことを物語つている。

更に、柱穴以外の小穴 (P5～ P9)の 中で特に注目されるのは、東壁中央部下にみ られるP9
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が 9号住宅同様に、入口施設に関係する小穴としての見方ができる。また、壁際には周溝がめ

ぐらされ、カマ ドの両脇には土器を多産する土坑が設けられている。そして、その内側にはそ

れぞれ小穴が開けられ、その中にはよく精選された灰白色粘土 (細点スクリーン トーン表示 )

が、合計12.5kg収納 された状態にあった。これ らの粘土の使用 目的は不明であるが、何 らかの

目的があって、収納 されていたのは確かである。

遺物 (第 47図)上 師器は甕 (1～ 3)、 甑 (4)。 鉢 (5)。 杯 (6・ 7)が、須恵器は蓋

(8・ 9)がみられ、カマ ドの集辺部からの出上が目立っている。 1は、口縁部が短 く外反 し

胴部はあまりふくらまず長胴を呈すると思われ、内外面共ヘラナデによる調整が施 されるが、

内面の一部にヘラミガキの痕跡を残す。 2の小型甕は、胴上半部はカマ ドより、下半部は東側

コーナ床面より出土 している。 4は、胴部が球状にふくらむ本調査で唯一出土した単孔の甑で

f o ..-+--4F- lo
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第46図  10号住居址実測図
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ある。 5は、口縁部が水平に外反する特異的な形状を呈するもので、内面は黒色処理を施 して

いる。 6・ 7の 17Nは 、湾曲する体部で底部は丸底に近い。 8◆ 9の蓋は、美濃須恵器窯製品で、

裾部が丸く作 り出されている。
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11号住居址

遺構 (第 48図) 2区 の北部、A-6～ 8、 B-809グ リッドに位置する。住居址の東側

は、調査区外に埋蔵 しているため約20%の調査であった。南北5.6mを 一辺 とする隅丸方形を呈

する形状 と思われ、主軸はN-65° ―Wを示 し、南壁で31.5cm。 西壁34.5cmの 壁高を測る。主柱

穴は、Pl(56× 48× 46cm)のみの検出に止まったが、4本方形配列を呈するものと考えられる。

/fF土 は 4層からなり、 I層はローム粒子をまばらに含む黒褐色土層、Ⅱ層はローム粒子をやや

多く含む茶褐色土層、Ⅲ層はローム粒子をまばらに含む茶褐色土層、Ⅳ層はロームを多量に含

む黄褐色土層である。また、全体的にしまりは弱い。

カマ ドは、西壁のほぼ中央部に位置するものの、火焼部に赤褐色の焼土がみ られるだけで袖

や石材はなく、破壊状況は著 しい。

また、壁際には周溝はなく、他の住居址にみられるようなカマ ドの両脇の上坑状施設は認め

られなかった。

遺物 (第 49図)土 師器だけの出土であったが、甕 (1～ 3)、 高杯 (4)がみ られる。住居

址のほとんどが埋没状況にあるため遺物の出土量は少なかったものの、カマ ド周辺部の調査の

ためか、一応のまとまりはみ られた。1の甕は、短 く外反する口縁部で月同部はふ くらまず、まっ

すぐ下降する長胴を呈するものと思われる。 2は、直立ぎみに短 く立ち上がる国縁部で胴部は

球状にふくらむ小型甕である。 3は、頸部が 「く」の字状に屈曲し、外反する口縁部の端部が

更に屈曲して外反する甕で、胴部の形状は不明であるが外面ヘラケズ リによる調整が施される。

4は、口縁端部が短 く水平状に外反する形状の高不の不部である。

/
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第48図  11号住居址実測図
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第49図  11号住居址出土遺物実測図

12号住居址

遺構 (第50図) 2区 の南部、A-34～ 37、 B-35036グ リッドに位置するが、住居址の東

側は調査区外に埋蔵 しているため、西倶150%の 調査であった。規模は南北5.2mを 一辺 とし、隅

丸方形を呈する形状と思われる。主軸は、N-66° ―Wを示す。住居址の上部は開田工事の際に

削平されているため、壁高は北壁9.5cm、 南壁14.5cmと 全体的に浅くなっている。主柱穴は、P

l(48× 52× 42cm)、 P2(48× 46× 35cm)の 2穴を含む、4本方形配列を呈すると考えられる。

覆土は、 I層がローム粒子をまばらに含む茶褐色土層、Ⅱ層が黒褐色土層、Ⅲ層がローム粒子

を多量に含む黄褐色土層の 3層 からなる。

カマ ドは、西壁の中央部に位置するものの、既に破壊状態にあり、カマ ドを構成する両袖の

形跡はなく、使用されていたと思われる石材の残骸と土器等の遺物がやや厚く堆積する焼土中

に混在して出土した。また、火焼部と思われる中央部は窪んでおらず、床面と同じ高さであっ

た。

尚、カマ ドの右側には、土器を多産した土坑状の施設があるものの、壁際の周溝は認められ

なかつた。

遺物 (第 51図) 土師器は甕 (1)と 高不 (2)が、須恵器は不 (3)がみられ、カマ ドと

カマ ド脇の土坑内からの出土が日立っている。 1の甕は、内外面共ヘラミガキの施される球状
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第50図  12号住居址実測図
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第51図  12号住居 出土遺物 実測図
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の胴部を呈するものである。また、図化することはできなかつたが、 8号住の 1の甕と類似性

のある、日唇部より縦方向に一定間隔を持ってヘラミガキが施 される甕の出土もみられた。 2

は柱状部が短 く、「ハ」の字状に開く脚部を有する高lfNで 、頸部の形状は不明であるが、内面は

黒色処理が施されている。 3は、焼成良好な蓋受けを有する不身で、完形で出土 したものの、

蓋は破片す らみられなかった。

13号住居址

遺構 (第 52図) 2区 の北部、D-22～ 24・ E-22～ 24、 F-22・ 23グ リッドに位置 し、14

号住居址を切って構築 している。南北4.2m、 東西4.1血 の規模で、隅丸方形の形状を呈 し、主

軸はN-73° ―Wを示す。壁高は、北壁30cm、 南壁20cmで 隣接する10号住よりも1 20cmほ ど浅い。

王柱穴は、 Pl(30× 24× 34.5cm)、  P2(36× 28X39cm)、  P3(34× 32× 34cm)、  P4(40× 38×

40cm)の 4本方形配列であり、円形を呈する。/fT土は 4層 からなり、 I層は茶褐色土層、Ⅱ層

は黒褐色土層、Ⅲ層はローム粒子をまばらに含む明茶褐色土層、Ⅳ層はローム粒子を多量に、

また焼土をまばらに含む黄褐色土層である。

カマ ドは、西壁の中央部に位置 し、比較的遺存状態のよい石芯粘土カマ ドである。柱状の石

材を床面に立て、褐色粘土で被覆 している。火焼部は、床面をやや振 り込んで窪んでいる。ま

た、遺存状態がよいものの脚石はおろか、その痕跡 も認めることはできなかった。カマ ドの覆

土は 4層に分かれ、 I層 はローム粒子をまばらに含む黄褐色土層、Ⅱ層は焼土をまばらに含む

赤褐色土層、Ⅲ層は焼上をまばらに含む黒褐色土層、Ⅳ層は暗茶褐色土層である。しか し、全

体的に焼土を含むものの、著 しい火焼状況は認められず、使用度の激 しさを感 じることはでき

なかった。

また、その他の施設 としては、壁際に周溝がめぐらされているが、カマ ドの両脇によくみら

れる土坑状の穴はなかった。更に、住居址内部には柱穴の他に、P5～ P llの 7個の小穴が認め

られ、土師器や鉄器を出土する Pl。 O Pllに対 し、P5～ P9の 5個の小穴は縄文土器のみを出土

してお り、縄文時代の上拡の可能性が考えられる。

遺物 (第53・ 54図)土 師器は甕 (1～ 6)、 須恵器は蓋 (7)、 鉄器は鎌 (8)が出上し、

カマ ド及びカマ ドの周辺部に出土の集中がみ られた。 1の甕は、頸部が 「く」の字状に屈曲す

る長胴のもので、胴下半部は欠損 してはいるものの、カマ ドの右袖の芯石に囲まれるように立っ

た状態で出土してお り、二次焼成の痕跡 もみ られることから、使用途中の可能性が考えられる。

2の甕は、球状にふ くらむ胴部で内外面共ヘラミガキが施 される。カマ ドの前方部床面より上

圧によつて潰 された状態で出土している。 3は、口縁部が短 く外反 し胴部はゆるやかにふくら

むもので、内外面共ハケ調整である。 5は、底部から逆 「ハ」の字状に立ち上がる形状の大型

品で、外面ヘラミガキが施 される。 6の小型甕は、器厚が薄 くカキメ状の荒いハケ調整が施 さ
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第53図  13号住居址出土遺物実測図 1
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o                       10cm
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れ、胎土も他の土師器 とは異なる。 7の蓋は、

裾部が丸みを持たず、屈曲をみせるものである。

8は鉄製の鎌で、刃先は欠損 しているものの、

ゆるやかに湾曲する形状であり、現在のものに

近 くなっている。また、柄の取 り付け部は折 り

曲げられている。小穴 P ll内 より出土したもので

ある。

′ノ

リ ー

第54図  13号住居址出土遺物実測図 2

14号住居址

遺構 (第 55図) 2区 の北部、F-23～ 25、 G-23～ 25グ リッドに位置 し、13号住居址によつ

て切 られている。また、住居址の西側は調査区外に埋蔵 しているため、東倶172%の 調査であっ

o           2m
l l l l

焼土 ブロック

第55図  14号住居址実測図



た。南北4.9mを 一辺 とする規模で、隅丸方形を呈する形状である。主軸は、N-71° ―Wを示

してお り、北壁20cm、 南壁30cmの壁高を測る。主柱穴は、Pl(48× 40× 36cm)、 P2(40× 32×

28cm)の 2穴の検出に止まったが、 4本方形配列を呈するものと思われる。/fT土 は 5層 からな

り、 I層 はローム粒子をまばらに含む黒褐色土層、Ⅱ層はローム粒子 と焼土と炭化物をまばら

に含む茶褐色土層、Ⅲ層はローム粒子をまばらに含む黒褐色土層、Ⅳ層はローム粒子を多く含

む黄褐色土層、V層 は焼土とローム粒子を多く含む黄褐色土層である。また、Plを中心として

Ⅱ層中に含まれる焼土の広がりが顕著に認められた。そ して、それ といっしょに炭化 した木片

が混在 してお り、特に Plの脇からは長さ92cmの炭化材がⅡ～Ⅲ層中より検出されている。この

0                   1 0cm

l l l l

:5

0                          10cm

l l l l

第56図  14号住居址出土遺物実測図
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ような状況から、本住居址が焼失住居ではないかとの見解 もあつたが、それが住居址内全域に

及ぶものではなく、一概に断定することはできない。

カマ ドは、本調査では検出されず、他の住居址 と同様に西壁の中央部に位置するものと考え

られる。また、壁際には周溝がめぐらされてお り、東壁中央部の下にゆるやかな落ち込みが認

められるが、入口施設に関連性のあるものかは不明である。

遺物 (第 56図)土 師器は甕 (1)、 杯 (2)、 須恵器は横貧 (3)、 鉄器は紡錘車 (4)刀 子

(5)の出土がみ られ、出土量 としてはあまり多くなかった。 1の甕は、口縁部が短 く外反 し

球状にふくらむ月同部で、内外面共ヘラミガキが施 され口縁部の縦方向のミガキは 8号住 。12号

住出土の甕 と共通性を持つ。 2の不は、丸底で内外面共ヘラミガキが施 され、内面黒色処理が

される。 3の横貧は、口縁部は 2段の稜を持って短 く外反 し、胴部はラクビーボール状にふく

らむ。外面は叫き目が残 り自然釉がかか り、他の須恵器片の付着が認められる。 4は、鉄製紡

錘車で、紡輪径4.8cm、 紡軸17cmを測る。5の鉄製の刀子は、刃先と茎が欠損 し全形は不明であ

るが、刀身は内湾 し茎には木質が残る。

2 掘立建物址

1号掘立建物址

2区の南部、 E-50、 F-47～ 52、 G-48～ 52、 H-48～ 52グ リッドに位置する。主軸は、

N-2°―Wで、ほぼ南北方向を示す。南北 3間 (6.8m)の東西 2間 (4.6m)で 、Pl(60× 52×

24cm)、  P2(68× 56× 32cm)、 P3(40× 44× 42cm)、  P4(100× 88× 40cm)、  P5(44× 40× 44cm)、

P6(92× 56× 30cm)、 P7(80× 76× 44cm)、 P8(100× 80× 44cm)、 P9(48× 40× 40cm)、 Pl。 (72×

44× 34cm)、 P ll(48× 44× 34cm)、 P12(68× 56× 44cm)の 12個 の総柱である。柱穴の形状はほ

ぼ円形を呈するが、土鉱と重複関係にあるものはそのプラン確認がはつきりしなかった。また、

覆土は 2層 からな り、 I層は暗茶褐色土層、Ⅱ層は黒褐色土層で、共にしまりは弱く、柱穴の

中にはⅡ層のみの覆土を有するものもみ られる。尚、図化できなかったが、P4か ら高不の脚部

が出土してお り、住居址からの出土遺物 と比べて、ほぼ同一時期に位置づけられると思われる。

2号掘立建物址

2区の南部、F-43・ 44、 G-43～ 45、 H-43～ 45グ リッドに位置 し、主軸はN-6°二Wで

ほぼ南北方向を示す。 2間 (4.5m)の 1間 (4.9m)で 、Pl(80× 54× 32cm)、 P2(50× 48×

18cm)、  P3(46X44× 16cm)、  P4(60× 58× 20cm)、  P5(46X42× 12cm)、  P6(56× 46× 22cm)

の 6穴である。覆土は、黒褐色土層の 1層 でしまりは弱い。また、柱穴内からは土器などの遺

物の出土は、まったくみられなかった。
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第 3節 中世

1。 土城墓 (116号 土l■A)

遺構 (第 58図)2区 の南側、段丘の突

端部であるB-45、 C-45グ リッドに位

置する。本土拡墓が位置する所は、縄文

時代の土拡が集中する中にあって、77号

土鉱の西側を切って構築 している。規模

は、120cm× 75cmの 深さ35cmで 、平面長方

形を呈する。確認面からほぼ直に掘 り込

まれ、底面は平 らである。長軸を主軸 と

するならば、N-3°一 Eのほぼ南北方向

を示す。覆土は 3層 からな り、 I層 は茶

褐色土でロームをまばらに含み、Ⅱ層は

第58図  土拡墓実測図

暗茶褐色土でロームをまばらに含む。Ⅲ層は暗茶褐色土でロームをやや多く含む。全体的にし

まりが弱い。また、南北壁際の覆土中より、人頭大の転石を 2個づつ検出したが、人為的なも

のであるかは不明である。尚、他に本時期 と同じ遺構の検出はなかった。

遺物 (第 59図) 内耳土器、銭貨、人間の小日歯が出土した。 1の内耳土器は口径23cm、 底

径19.4cm、 器高12.8cmの 完形で、中央よりやや北側による位置に、口縁部を下に土器を伏せた

状態で覆土中より出土 した。小臼歯は土器の脇の転石の下で床面より出土している。銭貨は、

0            5m
l l l l

2の開元通宝、3の天蒋通宝、4・ 5の元豊通宝、

6の天聖通宝、 7の元祐通宝の 6枚が南側の床面

より出上 した。唐の開元通宝を除く残 りの 5枚は

北宋銭であり、すべて渡来銭である。 6枚の銭貨

の出土は、いわゆる六道銭の意味を持つものと考

えられる。

0m

○

第59図  土拡墓出土遺物実測図



土早V第 めとま

今回の調査においては、縄文時代中期初頭、古墳時代末から奈良時代、中世の各時代の遺構

遺物が検出された。特に、深沢川によつて形成された河岸段丘の中段面における遺構の確認は

初めてであり、大きな成果であったといえよう。以下各時代ごとに概要と考察を述べてまとめ

としたい。

縄文時代

縄文時代の遺構 としては、住居址 1軒、土拡109基、集石 2基が検出された。遺構はすべて、

縄文時代中期初頭時期に位置づけられるもので、伴出する遺物では、梨久保式の特徴を示す良

好な一括土器資料が得 られた。半載竹管状工具による沈線文と縄文を多用 した本時期特有の文

様構成を行ってお り、幾つかの種類に分類されるものの本資料中での形式的な変遷を追 うこと

はできなかつた。しかし、本資料を伴出する109基の土拡群には注目することができよう。特に

土鉱の分布状況をみてみると、ほぼその大半が段丘の突端部に集中している点があがる。昭和

48年度の中央道建設に伴 う発掘調査において、対岸に接する堂地遺跡の調査例 と対比 してみる

と、同一時期の上拡群がやは り段丘の突端部にみられ、このことは大きな共通点である。また、

住居址などの居住施設が周辺部にみられないことは、やはり居住する場所からは掛け離れた所

に土拡群を形成させる、大きな目的があったのではないかと推演1さ れよう。それは、当地域に

展開していた中期初頭の集落の墓域 としての可能性が大である。従って、当時の集落構成を考

えていくと、隣接するどこかに必ず住居址群が存在すると思われる。いずれにせよ、今回の調

査では多くの諸問題を残 してお り、今後の調査 と多くの研究者による解明に期待をしたい。

古墳時代末～奈良時代

本時期に属する遺構では、住居址13軒 と掘立建物址 2軒が検出されている。13軒の住居址の

うち 2～ 7号住の 6軒が中澤面である 1区 より、 8～ 14号住の 7軒が上段面である 2区 よりそ

れぞれ検出してお り、地形的条件による集落構成の時間的差異は大きく認めることはできなかっ

た。ただし、各住居址間における切 り合い関係や伴出遺物の分析により、比較的良好なセット

資料を有する 2～ 5・ 8～ 10・ 12～ 14号住について時間的細分が可能 と思われる。

まず出土土器の様相について概観 してみると、煮沸形態である長胴甕は、この地方に一般的

にみられるナデないしヘラナデ調整によるものばか りで、後出するハケ調整のものはまったく

み られない。しかし、小型甕では 9。 13号住よリハケ調整のものが出上してお り、特に 9号住

出土のもの (45-3)はその特徴から、外部からの搬入品の可能性がある。貯蔵形態をみると、

ヘラミガキが施される胴張 りのものが 509。 10012013・ 14号住より出土し主流を占め、須



恵器の甕は 4・ 8号住より認められるがまだ、全体的に浸透 していない。また、 9・ 14号住か

らの横釜の出土はかな り注目されるものである。食器形態についてみてみると、須恵器は12号

住出土の不身 (51-3)と 2号住出土の蓋は、古墳時代末の所産といえよう。高台付のものが

3号住より無有台のヘラ切 り底のものが 4・ 5・ 8号住よりみられ、宝珠形のつまみを有する

反 りのない蓋が 3・ 4。 10013号住に認められる。必ず しも両者の出土状況に相互関係はみ ら

れない。更に、美濃須恵器窯製品の搬入が認められる。土師器では、丸底ないし丸底に近い形

状で内面黒色処理を施すものが 208・ 14号住でみられ、古墳時代的様相を根強く残 している

ものである。供献形態である高杯が、土師器では 5。 12号住から柱状部が短 く「ハ」の字状に

大きく開く脚部を有するものが、須恵器では 9号住よりそれぞれ認められ、出土数は少ないも

のの高lfNの存在はまだ残つている。

このことから、中央道の調査によつて検出された中道 I期 とする 5。 20号住の一括資料 と比

較 してみると、ハケ調整の長胴甕がみられず、また、須恵器の不で糸切 りのものが共存 してい

ない 3～ 5・ 8～ 11・ 14号住はそれよりも一段古い様相を示 しているようであり、奈良時代の

初頭に位置づけられよう。また 2・ 12号住は、前述するように古墳時代末として捕えられよう。

更に土器様相ではあまり大きな相違はみ られないものの、ハケ調整の小型甕を伴出している13

号住は10号住を切ってお り、奈良時代の中ごろと考えられ、従来中道 I期 といわれるものと並

行すると思われる。

中 世

2区の段丘突端部に 1基だけ土拡墓を検出している。内耳土器を伴い、また 6枚の古銭を副

葬するという六道銭の風習を伝える良好なものである。出土した内耳土器は、比較的小型で深

いものであり、およそ16世紀頃の所産と考えられる。 6枚の古銭は、すべて大陸からの渡来銭

で、内耳土器 とほぼ同一時期に広 く一般的に流通 していたものである。本址においての内耳土

器の出土状態について考えてみると、南北方向に主軸を有する長方形の墓穴の北側に、土器の

口縁部を下に伏せた状態で出土してお り、ちょうど北枕で埋葬 した遺体のほぼ頭部直上に位置

している。これは、故意に死者の頭部に土器をかぶせて埋葬 したのではないかとい う可能性も

大いに考えられよう。

以上、各時代ごとに遺構・遺物について概略的ではあるが、まとめを行ってきた。本遺跡の

調査は、中央道の調査地の並びにあるため、調査前からその内容や性格は中央道の調査結果を

バロメ早ターとし、ある程度の予測をつけることができた。 しかし、結果 として、古代におけ

る集落が東西に広がっていることを実証できたと同時に、集落の成立段階に新たな新展がみ ら

れた。それは、当初奈良時代にその成立があったとされてきたが、今回の調査によつてそれよ

りも一段階古い古墳時代の終末期に逆登るという成果が得 られた。しかし、このことによつて、

再三論議を呼んでいる東山道 との関連性について考えてみると、今回の調査結果からは、その
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糸口す らみつけることはできなかった。当地が東山道の通過地でかう駅の所在地であるとい う

見方は、多くの研究者によって論 じられてお り、それを決定づける証拠は得 られなかったもの

の集落の成立が逆登ったことは、今後の研究に大きな影響を及ぼす と思われる。

最後に、本調査に多大な御協力をいただけた伊那建設事務所、また実際に調査に携わってい

ただいた調査団の方々に、厚 く御礼申し上げる次第であります。尚、長年に渡って発掘調査に

従事 していただきました山岸 工氏が、調査の中ばにして他界なされました。故人におきまし

ては、熱心にかつ敏速な判断力で調査の進行に多くの御努力をいただきました。ここに感謝の

意を表するとともに、報告書の発刊を持ちまして新ためて御冥福をお祈 り申し上げます。
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付表 1 土l■A一覧表

番 号 平 面 形
規模 (長径 ×
短径 ×高さ)cm

埋 土 備 考

楕  円 形 187×  126× 47

楕  円 形 223×  167× 39 4分層

楕  円 形 327×  170× 38

4 円 形 104×  100× 33 3分層 (炭 まじり)

円 形 118X l10× 47

楕 円形 (?) 288× 250× 41 3分層

円 形 190×  180× 21 単層
土器片 5点

8 楕  円 形 214×  180× 34

9 楕  円 形 120×   96× 36 2分層

楕  円 形 66×  60× 21

楕  円 形 142×  124× 49 4分層

円 形 61×  58× 18

円 形 94×   92× 93 4分層

円 形 114×  92× 41 4分層

円 形 120×  118× 47 4分層
中央部に完形土器 1点。ふせてあった。

円 形 98×  88× 30 3分層

円 形 110× 106× 21 2分層

円 形 ( )×  92× 38
4号住居に切 られている。

円 形 76×  74× 72

楕  円 形 122×  104× 46

円 形 168X 152× 86

楕  円 形 ( )×  128× 66
一部調査区外。

不整楕 円形 176×   96× 50

楕  円 形 306×  170× 66 3分層、小石まじり

楕 円形 (?) ( )×  166× 78 4分層
26号土拡と切 り合 う。

楕 円形 (?) ()×  192× 95 4分層
25号土拡と切 り合 う。

楕  円 形 278×  192× 23 5分層

円 形 114×  112× 77 2分層
土器片10点 余 り。



番号 平 面 形
規模 (長径×
短径 ×高さ)cm

埋 土 備 考

楕  円 形 70×  56× 24

円 形 70×  66× 26

楕  円 形 114×  94× 47.5

楕  円 形 292×  104× 32 3分層

楕  円 形 188×  150× 68 3分層 (′卜石まじり)

楕  円 形 170×   84× 18 2分層

楕  円 形 110×  106× 32 単層 (カ クラン含 )

37号土拡を切 る。

楕  円 形 178×  138× 52

円 形 (?) 140X ()X64 2分層
39号土拡を切 り、35号土拡に切 られる。

楕  円 形 128×  98× 27
40号土拡と切 り合 う。

楕 円形 (?) ( )×  64× 27
37号土拡に切 られ る。

楕  円 形 146×  112× 61 3分層
38号土拡 と切 り合 う。

不整楕 円形
310×

(198)×
2分層

楕  円 形 182X  140× 50 3分層

円 形 90×  86× 28

楕  円 形 80×  66× 19

円 形 116×  98× 47 5分層

円 形 152×  136× 39 3分層

円 形 98×  92× 36

楕  円 形 136×  76× 18

円 形 114×  104× 55 2分層

楕  円 形 164X 100× 14

円 形 70×  70× 24

円 形 108×   98× 36

楕  円 形
120×

(84)×
3分層

一部調査区外。

楕  円 形 192×  102× 40 3分層
112土拡に切 られ る。

円 形 120X l10× 45 3分層

楕  円 形 98×  76× 28

楕  円 形 178×  108× 44 3分層



番号 平 面 形
規模 (長径 ×
短径 ×高さ)cm

埋 土 備 考

円 形 (?) ()X  80× 20
一部調査区外。

円 形 (?) ()X 106× 43 4分層
一部調査区外。

楕  円 形 112×  82× 51 4分層

円 形 110×  102× 82 4分層 (炭・小石含 )

円 形 94×   80× 48
小 pitを 切 る。

円 形 (?) 110×  106× 35
64号土拡に切 られ る。

円 形 136×  120× 40 3分層
63号土拡を切 る。

円 形 112×  100× 38 3分層
66号土拡と切 り合 う。

円 形 114×  108× 70 3分層 (焼 土含)

65号土拡と切 り合 う。
土器 (ほ ぼ完形品)3点 。

円 形 90×  90× 31 5分層

円 形 84×   74× 29 2分層

円 形 80×   78× 16 2分層

円 形 104×  94× 49 2分層

楕  円 形 134×  112× 79 3分層

楕  円 形 200X l10× 66 4分層

楕  円 形 70×  42× 19

円 形 92×   90× 28

円 形 86×   80× 34

楕  円 形 130×  90X39 3分層 (炭含 )

土器片数点。

楕  円 形 ( )×  78× 30
中世土拡墓に切 られる。

円 形 88×   86× 42 単層

楕 円形 (?) ( )×  160× 45 4分層
80号土拡を切 る。

楕 円形 (?) ( )×  90× 31
79号土鉱に切 られる。

楕  円 形 92×  70× 16

円 形 84×  74× 33 3分層

楕  円 形 74×  60× 15

楕  円 形 100×   84× 32 2分層 (小石含 )

土器片数点。

円 形 118×  108× 41 3分層

円 形 102X 100× 52 3分層
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番号 平 面 形
ｍい相

模
径

規
短 埋 土 備 考

円 形 128×  124× 45 4分層 (炭含 )

土器片数点。

円 形 98×  96× 19

楕  円 形 ( )× 98X46 一部調査区外。

楕  円 形 104×  84× 19

円 形 104×  90× 19

円 形 98×   94× 28

円 形 82×   78× 25

楕  円 形 138×   78× 18

楕  円 形 202×  122× 21

円 形 110×  100× 37

円 形 (?) ()×  98× 36
一部調査区外。

円 形 (?) 74× (74)× 50
99号土拡を切 る。

楕  円 形 140X(90)× 48
98号土拡に切 られる。

円 形 (?) ()×  98× 49
1号掘立建物址柱穴NQ 7に切 られる。

楕  円 形 136×   98× 60

楕  円 形 102× (90)× 38
115号 土拡 と切 り合 う。

楕 円形 (?) ( )×  106× 64
114号 土拡に切 られる。

円 形 66×  64× 21

円 形 92×   80× 38 3分層

円 形 130×  118× 35 2分層

円 形 68×  60× 44

楕  円 形 104×   80× 20

円 形 78×  66× 51

楕  円 形 108×   78× 20

楕  円 形 84×   64× 38 焼 土

楕  円 形 116×  92× 53
54号土拡を切 る。

円 形 94×   80× 32

楕  円 形 100×  80× 34
103号土紘を切り、1号掘立建物址の柱穴
NQ 8にリワらオしる。

楕  円 形 (84)×  70× 40
102号 土拡 と切 り合 う。
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付表 2 出土石器一覧表

打製石斧

出 土地 分 類 石 質 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 残存度(%) 備   考

19-1 15号 土拡 短冊型 緑泥岩 10.7

19-2 16号 土拡 短冊型 粘版岩 12.2

19-3 65号 土拡 短冊型 粘版岩 10.8

19-4 66号 土拡 短冊型 砂  岩 16.9 5.2

19-5 66号 土拡 短冊型 砂 岩 16.0

19-6 24号 土鉱 短冊型 粘版岩 13.2 刃部磨滅

22-4 2号 集石 分銅型 砂 岩 14.0 10.3

24-4 2区 表採 短冊型 砂 岩 13.6

24-5 8号住覆土 短冊型 砂  岩 12.1

24-6 8号住覆土 撥  型 泥  岩 10.4

24-7 2区 表採 撥  型 砂  岩 13.7

磨製石斧

出土地 分 類 石  質 f:さ (cm) 幅 (cm) り享さ(cm) 重さ(g) 残存度(%) 備   考

20-7 82号 土拡 乳棒状 砂  岩 (9.4) (410) 側面に打痕

20-8 28号 土拡 乳棒状 砂 岩 (12.0) (450) 側面に打痕

24-8 2区 表採 乳棒状 緑泥岩 (9.7) (215) 刃部後退

磨

出土地 石  質 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 残存度(%) 備   考

20,9 24号 土拡 安山岩 (6.9) (690)

20-10 54号 土鉱 花コウ岩 (7.5) (410)

20■ 1 96号 土拡 砂  岩 15.2 5,7 1030

24-9 2区 表採 安山岩 11.7 550 表面に2ヶ 所の凹部がある。

鏃石

匙石

核石

石

出土地 分 類 石  質 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 残存度(%) 備   考

24-1 1区 表採 鍬  型 黒曜石 (1.4) 0.25 (0.8)

24-2 1区 表採 凹基無茎 黒曜石 1.85 (1.3) 0.35 (0.7) 先端部丸い

出土地 分 類 石 質 縦 (cm) 横 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 残存度 備   考

24-3 1区 表 採 横  形 チャー ト 2.9 (4.6) 先端部欠損、直刃

出土地 石  質 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 残存度(%) 備   考

25-1 4号住床下 砂  岩 18.5 19.9 23-1と 共出

25-2 4号住床下 砂  岩 16.1 23-1と 共出

出土地 石 質 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 残存度(%) 備   考

25-3 2区 表採 花コウ岩 (20。 3) (18.5) (4000) 裏面に凹部有 り。
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付表 3 古墳時代末～奈良時代、住居址出土土器一覧表

出土

地点

器 種

器 形

法 量 (cm)

日径 底径 器高
（％
）

残
存
度

調整・形態の特徴 備 考

28-1 2住
土師器

甕
19.0  - (14.4)

外 面 一 口縁 音ISヨ コナ デ 、胴 部 ヘ

ラナ デ
内 |百 i一 口縁 部 ヨコナ デ 、胴 部 ヘ

ラナ デ

28-2 2住
(カマド

土師器

甕
20.4  - (14.3)

外 ini一 口縁 音|`ョ コナ デ 、 月同部 ン̂＼

ラナ デ
内面 一 口縁 部 ヨコナ デ 、月同部 ヘ

ラナ デ

28-3 2住
土師器

甕
16.0  - (11.7)

タト面 一 口縁 音「 ヨコナ デ 、 月同音、ヘ

ラナ デ
内 1白i一 口縁 部 ヨコナ デ 、月同音レ^ヽ

ラナ デ

28-4 2住
土師器

不
11.6 -  5.1

外 面 一 口縁 部 ヨコナ デ 、月同部 ヘ

ラ ミガ キ 、底 部 ヘ ラケ ズ リ
内 面 一 口縁 部 ヨコナ デ 、月同部 ヘ

ラ ミガ キ丸底 を呈す る。

内面黒色処理

28-5 2住
土師器

ナ不
12.0   --   4.5

外 1百T― 口縁 部 ヨコナ デ 、月同部 ヘ

ラ ミガ キ 、底 部 ヘ ラケ ズ リ
内面 一 口縁 音6ヨ コナ デ 、 月同音6-
ラ ミガ キ丸 底 を呈す る。

内面黒色処理

31-1 3住
土師器

長胴甕
19.8   7.8  36.2

外 面 一 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 、 胴 部 ヘ

ラ ナ デ
内 面 一 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 、 Blpl部ヘ

ラ ナ デ 、 口 縁 部 が 屈 曲 し て 外 反
す る 。 底 部 木 葉 痕 ?

31-2 3住
土師器

長胴甕
21.0  - (21.0)

外 面 一 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 、 胴 部 ヘ

ラ ナ デ 、 ヘ ラ ケ ズ リ
内 面 一 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 、 胴 部 ヘ

ラ ナ デ 、 日縁 部 が 緩 や か に 外 反
■
「

そ♭。

31-3 3住
土師器

長胴甕
4.5(22.0) 外面一胴部ヘラナデ、ヘラケズリ

内面一胴部ヘラナデ、底部木葉痕。

31-4 3住
土師器

鉢
15.9  8.5  8.6

外 面 一 口縁 音6ヨ コナ デ 、 月同音レヽ

ラ ミガ キ
内面 一 口縁 音「 ヨコナ デ 、 月同音5-
ラ ミガ キ 、底 部 木 葉 痕 :

内面黒色処理

31-5 3住
須恵器

蓋
(12.0) 一  (2.0)

外面―ロクロナデ、天丼部回転
ヘラケズ リ
内面―ロクロナデ

31-6 3住
須恵器

17N

14.6  11.4  3.7
外 面 ― ロク ロナ デ
内面 一 ロク ロナ デ 、
底 部 回転 ヘ ラケ ズ リ
付 け後 ナ デ 。

き

貼

付

台

ム
里
局

一局
　
ヽ

31-7 3住
須恵器

17h

12.4  9.6  3.9
外 面 ― ロク ロナ デ
内面 ― ロク ロナ デ 、
底 部 回転 ヘ ラケ ズ
付 け後 ナ デ 。

き

貼

付

台

ム
里
局

一局
　
ヽ

31-8 3住
須恵器

17N

-  11.4(1.7)
外 面 ― ロク ロナ デ
内面 ― ロ ク ロナ デ  高 台 付 き。
底 部 回転 ヘ ラケズ リ、 高 台 貼 り
付 け後 ナ デ 。

31-9 3住
須恵器

不
-  11.4(2.0)

外 面 一 ロク ロナ デ
内面 ― ロク ロナ デ  高 台 付 き。
底 部 回転 ヘ ラケ ズ リ、 高 台貼 り
付 け後 ナ デ 。

31-10 3住
灰釉陶器

碗
-  8.4(2.4)

外 面 ― ロ ク ロナ デ
内面 ― ロ ク ロナ デ  高 台 付 き。
底 部 回転 ヘ ラケ ズ リ、高 台 貼 り
付 け後 ナ デ 。

33-1 4住
土師器

長胴甕
21.0  - (10.0)

ヘ

ヘ
ヽ

部
　
部
し

胴
　
胴
反

。

ヽ
　

外ヽ
む

デ
　
デ
く
ら

ナ
　
ナ
短
く

コ
　
コ
は
ふ

ヨ
　
ヨ
部
が

部

部
縁
部

縁

縁

胴ヽ

口
　
口
口
に

一
デ

一
デ
か

面
ナ
面
ナ
や

外
ラ
内
ラ
緩



出土

地点

器 種

器 形

法 量 (cm)

口径  底径  器高
（％
）

残
存
度

調整・形態の特徴 備 考

33-2 4住
土師器

長胴甕
20.4  - (6.3)

タト面f一 口縁 音|`ヨ コ ナ デ 、 月同音|`ヘ
ラ ナ デ
内 面 一 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 、 胴 部 ヘ

ラ ナ デ 、 口 縁 部 は 短 く 外 反 し 、

月同音ISは ふ く ら ま な い 。

33-3 4住
土師器

長胴甕
20.0  - (8.5)

外 面 一 口縁 部 ヨ コ ナ デ 、 胴 部 ヘ

ラ ナ デ
内 面 一 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 、 月同音レ^ヽ

ラ ナ デ 、 日縁 部 は 短 く 外 反 し 、

月同部 は つ ば ま る 。

33-4 4住
土師器

甕
14.2  - (7.1) 倉][]EI[言::基漫31

33-5 4住
土師器

甕
-  10.0(20.0) 外面一胴部ヘラナデ、ユビナデ

内面一胴部ユビナデ底部木葉痕

33-6 4住
土師器

甕
-  10.0(12.0) 外面一胴部ヘラナデ

内面―胴部ヘラナデ、底部木葉痕

33-7 4住
土師器

不ケ1馴
11.8  6.0  4.2 外面―ナデ、底部手持ちヘラキリ

内面―ヘラナデ

33-8 4住
須恵器

不
14.2  5.4  4.4 外面―ロクロナデ、底部ヘラケズリ

内面一ロクロナデ

焼成不良のため土

師質。

33-9 4住
須恵器

蓋

(つまみ部径)

2.8  2.4 12.4
外面一ロクロナデ、上位回転ヘ

ラケズリ
内面―■クロナデ

外面自然釉付着。

33-10 4住
須恵器

蓋
―  (2.5)10。 8

外面一ロクロナデ、上位回転ヘ

ラケズ リ
内面―ロクロナデ

33-11 4住
須恵器

蓋
―  (2.6)14.4

外面一ロクロナデ、上位回転ヘ

ラケズリ
内面一ロクロナデ

33-12 4住
須恵器

こね鉢
19,4  13.8  11.0

外面―ロクロナデ、底部ヘラケ
ズリ後、棒状工具による穿孔
内面一ナデ

焼成良好

36-1 5住
土師器

長胴甕
19.6  - (39.5)

ヘ
　
ナ
部

部
　
部
胴

胴
　
胴

ヽ
。

ヽ
　

しヽ
る

デ
　
デ
反
せ

ナ
　
ナ
外
み

コ
　
コ
く
を

ヨ
　
ヨ
短
み

部
　
部
は
ら

縁
　
縁
部
く

口
　
口
縁
ふ

一
デ

一
口
や

面
ナ
面

やヽ

外
ラ
内
デ
は

カマ ド

36-2 5住
土師器

長胴甕
23.2  - (13.8)

ヘ

ヘ

ヽ

部
　
部
し

。

胴
　
胴
反
る

ヽ
　

外ヽ
が

デ
　
デ
く
下

ナ
　
ナ
短
ぐ

コ
　
コ
は
す

ヨ
　
　
ヨ
並ｍ
つ

部
　
部
縁
ま

縁

縁
口
ぼ

口
　
日

ほヽ

ニ
ア
一
デ
は

面
ナ
面
ナ
部

外
ラ
内
ラ
胴

カマ ド

36-3 5住
土師器

長胴甕
23.4  - (20.0)

ヘ

ヘ

ヽ
ｏ

部
　
部
じ
る

胴
　
胴
反
せ

ヽ
　

外ヽ
み

デ
　
デ
く
を

ナ
　
ナ
短
み

コ
　
コ
は
ら

ヨ
　
ヨ
部
く

部
　
部
縁
ふ

縁

縁
日
や

口
　
日

やヽ

ニ
ア
ニ
ア
は

面
ナ
面
ナ
部

外
ラ
内
ラ
胴

36-4 5住
土師器

長胴甕
24.4  - (16.7)

外 面 一 口縁 部 ヨ コ ナ デ 、胴 部 ヘ ラ

要麒 話
36-5 5住

土師器

甕
24.8  - (11.6)

ヘ

ヘ

ヽ

部
　
部
し

。

胴
　
胴
反
む

ヽ
　

外ヽ
ら

デ
　
デ
く
く

ナ
キ
ナ
短
ふ

コ
ガ
コ
は
に

ヨ
ミ
ヨ
部
状

部
ラ
部
縁
球

縁

へ
縁
日
が

口
後
日

位ヽ

一
デ

一
デ
上

面
ナ
面
ナ
部

外
ラ
内
ラ
胴

カマ ド

36-6 5住
土師器

甕
24.6  - (15.7) 又貌
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出土

地点

器 種

器 形

法 量 (cm)

口径 底径 器高

残

富Z
調整・形態の特徴 備 考

36-7 5住
土師器

長胴甕
8.2(22.0)

外 面 一月同部 ヘ ラナ デ
内 EAl~胴 部 ナ デ 。底 部 木 葉 痕 。
底 部 か らほ ぼ 直線 的 に立 ち上 が
る。

37-8 5住
土師器

甕 (壺 )

15.4  - (5.9)
外 面 一 口縁 部 ヨ コ ナ デ 、胴 部 ハ ケ
メ
内 面 一 口縁 部 ヨ コ ナ デ 、月同音レ ケヽ

ム:易馬ヨ漿夏B、1向脚 戻f」

赤褐色。 4号住で

同一破片出±。

37-9 5住
土師器

甕
-   7.6  11.2

外 面 ―胴 部 ヘ ラナ デ
内面 ―胴 部 ヘ ラナ デ 。底 部 木 葉
痕 。底 部 か ら外 反 して 立 ち上 が
る。

器厚が薄い。

特殊遺構 (37-11
12を収納 )

37-10 5住
土師器

小形甕
12.9   8.7  13.9 65

外 面 一 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 、 llHl部 ヘ
ラ ナ デ
内 面 一 口 縁 音『

ヨ コ リ■デ 、 月同音ISナ
デ 。 底 部 木 葉 痕 。 口縁 部 は 短 く
外 反 し 、 胴 部 は 球 状 。

二次焼成を受けて
いる。特殊遺構G7-
13を収納 )

37-11 5住
土師器

小形鉢
11.8  7.6  6.9

外面一ナデ
内面―ナデ後ヘラミガキ。底部
木葉痕。湾状に立ち上がる。

二次焼成を受けて
レヽる。特謗畑劃階137-
12を収納 )

37-12 5住
土師器

高不側 )

-  10.6(6.4)
外 面 -lf・音レ^ヽ ラ ミ ガ キ 、脚 音レ ヽ 7ミ
ガ キ

安 弔覆 賛 弓
1雪

ミ 。孫 象 ボ タ 騎 湿 雀
状 部 は 短 く 、裾 は「ハ 」の 字 状 に 広 が

炭化物付着
特殊遺構

37-13 5住
須恵器

J7N

13.0  8。 1  3.6
外面―ロクロナデ、底部回転ヘ

ラケズリ後手持ちヘラキリ
内面―ロクロナデ

焼成良好。特殊遺
構

39-1 6住
土師器

甕
6.0(1.6) 外面―ハケ 底部木葉痕 (?)

内面―ナデ

黒褐色で自色の粒
子を含む

39-2 6住
須恵器

蓋
-  16.0(1.8)

外面―ロクロナデ、回転ヘラケ
ズリ
内面―ロクロナデ

41-1 7住
土師器

不
10.0  6.4  3.8 外面一ナデ、底部木葉痕

内面一ヘラミガキ

内面黒色処理

41-2 7住
須恵器

不
13.0  7.6  3.9

外面一ロクロナデ、底部手持ち
ヘラキリ
内面一ロク●ナデ

焼成良好

43-1 8住
土師器

長胴甕
27.2   --   10.0

ラ
　
ラ
短

ヘ
　
ヘ
は

後
　
後
部

デ
　
デ
縁

ナ
デ
ナ
ロ

コ
ナ
コ

。

ヨ
ラ
ヨ
デ

部

へ
部
ナ

縁
部
縁
部

。

口
胴
口
胴
る

一　
Ｌ
　

すヽ

面
キ
面
キ
反

外
ガ
内
ガ
外

43-2 8住
土師器

甕
16.6  --  11.5

争 雰
一 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 、胴 部 ヘ ラ

宇事二晃賽計昇マ
=gキ

瞑茫駐マ
外 反 し 、胴 部 は 球 状 に ふ く ら む 。

43-3 8住
土師器

甕
23.2   --   11.9

ヘ

ヘ
ヽ

部
　
部
し

胴
　
胴
反

。

ヽ
　

外ヽ
む

デ
　
デ
く
ら

ナ
　
ナ
短
く

コ
　
コ
は
ふ

ヨ
　
ヨ
部
に

部

部
縁
状

縁

縁
口
球

口
　
口

。が

一
デ

一
デ
部

面
ナ
面
ナ
上

外
ラ
内
ラ
胴

内面炭化物が付着

43-4 8住
土師器

小形甕
14.2   ……   13.9 外面一口縁部ヨコナデ、胴部ナデ

内面一口縁部ヨコナデ、胴部ナデ

43-5 8住
須恵器

大甕
一   ―  (43.4) 外面一タタキ

内面―タタキ後ナデ

胎土はよく精選さ
れているが、やや
焼成不良。

43-6 8住
須恵器

17N

12.0  6。 6  4.0
外面―ロクロナデ、底部回転ヘ

ラケズリ後ハケ
内面―ロクロナデ

焼成良好
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出土

地点

器 種

器 形

法 量 (cm)

口径 底径 器高
（％
）

残
存
度

調整・形態の特徴 備 考

43-7 8住
須恵器

∫不
12.4  6.6  5.2

外面一ロクロナデ、底部回転ヘ

ラケズリ
内面一ロクロナデ

焼成不良のため乳
橙色。

45-1 9住
土師器

甕
25.8  - (9.3)

外 面 一 口縁 部 ヨ コ ナ デ 、 胴 部 ヘ
ラ ミ ガ キ
内 面 一 口縁 部 ヨ コ ナ デ 、 胴 部 ヘ

品事な禄俣整蟄雪管碁貧
反し、

45-2 9住
土師器

甕
-  7.7(19,0)

一
へ
一
部
く

面
部
面
縁
ふ

外
底
内
口
に

二次焼成を受けてい

るために外面はもろ

く赤褐色を帯びる。

45-3 9住
土師器

甕
14.6  - (10,0) 　̈̈̈̈

一
　

一
邸

ヽ
月同 音

後

後
日
し

45-4 9住
土師器

甕
11.8  - (10.0)

ロ
キ
ロ
キ
緩

一
ガ

一
ガ
は

面
ミ
面
ミ
部

外
ラ
内
ラ
胴

カマ ド

45-5 9住
土師器

不
12.5  5。 2  4.8

外面一ヘラナデ
内面―ヘラナデ。手づくねと思
われる。

45-6 9住
須恵器

高不
15.4  10.2  11.7 外面一ロクロナデ

内面―ロクロナデ。ロクロ成形

胎土はよく精選さ
れているが、焼成
不良で乳橙色。

45-7 9住
須恵器

横金
―  ―  (19.8)

外面一ロクロナデ
内面―ロクロナデ

47-1 10住
土師器

長胴甕
25.0  - (11.8)

公 面 一 口縁 部 ヨ コナ デ 、胴 部 ヘ ラナ

3轟鯰晃涎翼号:L艶急子鼻震
カマ ド

47-2 10准L
土師器

甕
14.7   8.8 (16.0)

ヘ

ヘ

ヽ

部

部
し

胴
　
胴
反

ヽ
　

外ヽ

デ
　
デ
く

ナ
痕
ナ
短

コ
葉

コ
は

ヨ
木
ヨ
部

部
部
部
縁

。

縁
底
縁
回
状

口

口ヽ

。球

エ
ア
一
デ
は

面
ナ
面
ナ
部

外
ラ
内
ラ
胴

47-3 104追
土師器

小形甕
10.8  - (4.8)

3景言:こ馨量:弄詈ヒ|:露よ
は 球 状 。

二次焼成を受ける。

47-4 10住
土師器

甑
-  11.8(7.0)

外面一ヘラナデ、底部ヘラケズリ
内面一ヘラミガキ。胴部は球状に
ふくらむ

47-5 10住
土師器

鉢
17.2  10.0   7.2

ロ
キ
ロ
キ
広

一
ガ

一
ガ
が

面
ミ
面
ミ
径

外
ラ
内
ラ
底

内面黒色処理

47-6 10住
土師器

17N

13.0  5。 2  5.8 外面一ヘラミガキ後ヘラケズ リ
内面一ヘラミガキ:湾状を呈する。

内面黒色処理

47-7 10住
土師器

17N

12.6  6.0  5.4
外 面 ― ヨコナ デ 後 ヘ ラケ ズ リ、
底 部 木 葉 痕
内面 ― ヨコナ デ後 ヘ ラ ミガ キ。
湾 状 を呈 す る。

内面黒色処理

47-8 10住
須恵器

蓋
3.4  13.0

外面一ロクロナデ後回転ヘラケ
ズ リ
内面一ロクロナデ

外面自然釉付着

47-9 10住
須恵器

蓋
-  17.2(2.9)

外面―ロクロナデ後回転ヘラケ
ズ リ
内面―ロクロナデ

カマ ド



No
出土

地点

器 種

器 形

法 量 (cm)

口径 底径 器高
（％
）

残
存
度

調整・形態の特徴 備 考

49-1 11住
土師器

長胴甕
22.4  - (10.6)

へ

へ
ヽ

部

部
し

胴
　
胴
反

ヽ
　

外ヽ

デ
　
デ
ど
　ヽ
。

ナ
　
ナ
短
い

コ
　
コ
は
な

ヨ
　
ヨ
部
ま

部
　
部
縁
ら

縁

縁
日
く

口
　
口

ふヽ

一
デ

一
デ
は

面
ナ
面
ナ
部

外
ラ
内
ラ
胴

49-2 11住
土師器

小形甕
13.8   9.0  13.1

外
へ
内
デ
短

二次焼成を受け橙
色を帯び、器面が
はげ落ちている。

49-3 11住
土師器

甕
16.6  - (6.0)

外
ケ
内
ナ
し

49-4 11住
土師器

高不
12.6  - (4.0)

外 面 一 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 、 不 体 部
ヘ ラ ミガ キ
内面 ―ヘ ラ ミガ キ。 杯 部 の 口辺
音6が短 く外 反 す る。

51- 1 12住
土師器

甕
23.6  - (16.5)

へ
　
部
反

部
　
胴
外

。

胴

　

くヽ
む

　ヽ
キ
短
ら

デ
　
ガ
は
く

ナ
　

ミヽ
部
ふ

コ
　
ラ
縁
に

ヨ
　
ヘ
ロ
状

部

部

。球

縁
　
縁
キ
は

ロ
キ
ロ
ガ
部

一
ガ

一
ミ
胴

面
ミ
面
ラ

ヽ

外
ラ
内

へ
し

カマ ド

内面炭化物付着

51-2 12住
土師器

高不
-  14.4(8.4)

ケ
　

ミヽ
る
に

ラ
　
ラ
よ
状

ヘ
　

ヘ
に
宇

部
　
部
し
の

脚
　
脚
出

可

外
ズ
内
ガ
脚
広

カマ ド

51-3 12住
須恵器

不

瑯

・
６

動
９

11.6  3.6
外面 ― ロク ロナデ、底部 回転ヘ

ラキ リ後 ナデ
内面 ― ロク ロナデ。蓋受 けを有
す る。

カマ ド

53-1 13住
土師器

長胴甕
23.4  - (27.0)

ラ
　
ラ
に

Щ
ア
藝
ア
反

外
ナ
内
ナ
外

カマ ド

53-2 13住
土師器

甕
17.9   8.6  23.5

や
　ヽ
ガ
縁
に

ラ
　
ミ
ロ
状

外
ガ
内
キ
部
二

カマ ド前

53-3 13住
土師器

甕
16.2   9.0  19。 6

月同部′
肌

外
ケ
内
ケ
胴

53-4 13住
土師器

甕
-  7.8(15.0)

外面―ヘラナデ、底部木葉痕
内面―ヘラナデ。胴部は緩やか
に立ち上がる。

カマ ド
ニ次焼成を受けてい

る。外面炭化物付着

53-5 13住
土師器

甕
-  9.5(11.0)

外面 一ナデ後ヘ ラ ミガ キ、底 部
木葉痕
内面 ―ヘ ラナデ。胴 部 は逆「ハ」
の字状 に立 ち上 が る。

カマ ド脇
外面スス付近

53-6 13住
土師器

甕
-  6.4(12.0)

外 面 ―ハ ケ 、底 部 ナ デ
内面 ―ナ デ 。器 厚 が薄 く、胴 部
は緩 や か にふ く らみ な が ら立 ち
上 が る。

灰褐色で、胎土に

自色、粒子を含む、
カマ ド脇

53-7 13住
須恵器

蓋
-  15.4(1.8)

外面一ロクロナデ、回転ヘラケ
ズリ
内面一ロクロナデ

56-1 14住
土師器

長胴甕
28.7  - (22.0)

詰 豪 天 夕

『

芽 旱

コ ナ デ 後 ヘ ラ ナ デ 、

内 面 一 口 縁 部 ヨ コ ナ デ 後 ヘ ラ ミ ガ
キ 、胴 部 ヘ ラ ナ デ 。日縁 部 が 短 く外 反
し 、胴 部 は 球 状 に ふ く ら む

56-2 14住
土師器

17N

12.2  -   4.6
外面―ヘ ラミガキ
内面―ヘ ラミガキ。湾状を呈す
る。

内面黒色処理

56-3 15住
須恵器

横盆
10.6   -‐    24.7

外 面 一 口縁 部 ロク ロナ デ 、胴 部
タ タキ

諸贔 螺 撲
自然釉付着

他の須恵器片が付
着。
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図



1区近景

1区全景 (1)

1区全景 (2)

図
版
１



図
版
２

2区近景

2区全景 (北部 )

2区全景 (南部 )



図
版
３

1号住居址

同埋甕炉出土状況



図
版
４

土 坑 1

土鉱 2

土城 3



土坑 4

土坑 5

(7号土城 )

土鉱 6

(7号土鉱遺物出土状況 )

図
版
５



図
版
６

土砿 7

土琺 8

(15号 土坑 )

土鉱 9

(15号 土坑遺物出土状況 )



土城 10

土鉱 11

(28号 土城 )

土城 12

(28号 土坑遺物出土状況 )

図
版
７



図
版
８

土塘 13

土坑 14

(30号 土城 )

土鉱 15



土坑 16

(42号 土坑遺物出土状況 )

土坑 17

土城 18

(57号 土城 )

図
版
９



図
版
１０

土砿 19

土坑 20

(66号 土坑 )

土鉱 21

(66号 土鉱遺物出土状況 )



土坑 22

土城 23

土壇 24

図
版
１１



図
版
１２

土城 25

(87号 土城 )

2号集石



1号集石

2号集石

4号住床下縄文土器

・石器出土状況

図
版
１３



図
版
１４

2号住居址

同 カマ ド出土状況



図
版
１５

3号住居址

同カマ ド出土状況



図
版
１６

4号住居址

同遺物出土状況



図
版
１７

5号住居址

同カマ ド出土状況



図
版
１８

5号住居址遺物出土状況

6号住居址



図
版
１９

7号住居址

4・ 7号住居址重複状況



図
版
２０

8号住居址

同遺物 出土状況


